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この
きょう

教
ざい

材の
とく

特
ちょう

徴 

 

①外国人
が い こ く じ ん

介護
か い ご

職員
し ょ く い ん

のための
きょう

教
ざい

材 

この
きょう

教
ざい

材は、外国人
が い こ く じ ん

介護
か い ご

職員
し ょ く い ん

に
じ

自
しん

信と
ほこ

誇りを
も

持って
かい

介
ご

護
しょく

職に
つ

就いていただき、
しょく

職
ば

場
てい

定
ちゃく

着と
じ

次
せ

世

だい

代の
かい

介
ご

護
しょく

職リーダーになっていただけることを
もく

目
てき

的として
つく

作られています。 

きん

近
ねん

年
ぞう

増
か

加の
いっ

一
と

途をたどる外国人
が い こ く じ ん

介護
か い ご

職員
し ょ く い ん

の
か

課
だい

題のひとつとして、コミュニケーションの「
かべ

壁」が
あ

挙

げられます。それは、
に

日
ほん

本
ご

語そのものの「
かべ

壁」であったり、
ぶん

文
か

化
てき

的な「
かべ

壁」であったりします。 

かい

介
ご

護
げん

現
ば

場においてもコミュニケーションの「
かべ

壁」は
さま

様
ざま

々なものがありますが、この
きょう

教
ざい

材は
り

利
よう

用
しゃ

者との

「
こえ

声かけ」コミュニケーションに
ちゅう

注
もく

目し、
り

利
よう

用
しゃ

者との
えん

円
かつ

滑なコミュニケーションがとれることで、
だれ

誰からも

しん

信
らい

頼される介護
か い ご

職員
し ょ く い ん

になっていただきたいという
ねが

願いのもと
つく

作られました。 

 

②すぐに「できる」「
つか

使える」ことを
もく

目
てき

的にしている 

ない

内
よう

容は、シャドーイングとロールプレイングでコミュニケーションを
まな

学んでいく
こう

構
せい

成になっています。
けん

研

しゅう

修の
じっ

実
し

施は、
し

施
せつ

設や
そ

組
しき

織
ない

内でリーダーが
けん

研
しゅう

修を
おこな

行うことを
そう

想
てい

定しています。 

シャドーイング（shadowing）は
こと

言
ば

葉を
き

聞き
と

取りながら、ほぼ同時
ど う じ

に
ふく

復
しょう

唱する
げん

言
ご

語
がく

学
しゅう

習
ほう

方
ほう

法です。

とく

特に、
だい

第
に

二
げん

言
ご

語
しゅう

習
とく

得でリスニングやスピーキング
のう

能
りょく

力の
かい

改
ぜん

善に
ゆう

有
こう

効だと
い

言われています。ラジオや

おん

音
せい

声
つ

付きのテキストなどでもできますが、リーダーと
たい

対
めん

面でシャドーイングを
おこな

行うと、
き

聞き
と

取りの
あやま

誤りや
はつ

発

おん

音の
あやま

誤りをその
ば

場で
しゅう

修
せい

正することができるため、
たか

高い
こう

効
か

果が
き

期
たい

待できます。そして、すぐにロールプレイ

ングを
おこな

行い、「
まな

学ぶ」―「できる」ことをめざしています。  
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1 朝の声かけ 

 

1 

 

1 
あさ

朝の
こえ

声かけ 

 

き

気をつけること 

 

へ

部
や

屋に
はい

入る
とき

時は、
しず

静かにノックをしましょう。 

よく
ねむ

眠れたかどうか、
かく

確
にん

認をしましょう。 

あさ

朝の
き

気
ぶん

分や
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認をしましょう。 

よ

予
てい

定があるときは、
よ

予
てい

定を
つた

伝えましょう。 

あさ

朝ご
はん

飯までに
なに

何をするか
つた

伝えましょう。 

 



1 朝の声かけ 

 

2 

 

【シャドーイング-
あさ

朝の
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
あさ

朝のあいさつ＞ 

□おはようございます。 

□
お

起きていらっしゃいますか。 

 

＜
すい

睡
みん

眠の
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ＞ 

□
きのう

昨日はよく
ねむ

眠れましたか。 

□
ゆう

夕べはぐっすり
ね

寝られましたか。 

□
きのう

昨日はよくお
やす

休みになれましたか。 

 

＜
お

起きていたときの
こえ

声かけ＞ 

□お
はや

早いですね。
なん

何
じ

時に
お

起きられましたか。 

 

＜よく
ねむ

眠れなかったときの
こえ

声かけ（
り

理
ゆう

由を
き

聞きます）＞ 

□
よる

夜、
なん

何
じ

時に
め

目が
さ

覚めましたか。 

□
なに

何か
き

気になることがありましたか。 

□
なに

何か
しん

心
ぱい

配なことがありましたか。 

□どこか
ぐ

具
あい

合の
わる

悪いところがありましたか。 

□トイレは
なん

何
かい

回
い

行かれましたか。 

 

＜
たい

体
ちょう

調
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ＞ 

□
けさ

今朝のご
き

気
ぶん

分はいかがですか。 

□
からだ

身体の
ぐ

具
あい

合はいかがですか。 

□
からだ

身体の
ちょう

調
し

子はいかがですか。 



1 朝の声かけ 

 

3 

 

＜
り

利
よう

用
しゃ

者が
お

起きないときの
こえ

声かけ＞ 

□そろそろ
お

起きましょうか。 

□もうすぐ
あさ

朝ご
はん

飯ですので、ご
じゅん

準
び

備なさいませんか。 

□まだ
ねむ

眠いですか。 

□もう
すこ

少し
よこ

横になっていらっしゃいますか。・・・では、３0分
ぷん

くらいしたら、また
き

来ますね。 

□
ちょう

調
し

子が
わる

悪いようでしたら、
む

無
り

理に
お

起きなくても
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですよ。 

 

＜
へ

部
や

屋の
くう

空
き

気の
い

入れ
か

替えをするときの
こえ

声かけ＞ 

□カーテンを
あ

開けてもよろしいですか。 

□
まど

窓を
あ

開けて、
くう

空
き

気を
い

入れ
か

替えましょうか。 

 

＜
きょう

今日の
てん

天
き

気の
はなし

話の
こえ

声かけ＞ 

□いいお
てん

天
き

気ですね。 

□
き

気
も

持ちのいい
あさ

朝ですね。 

□
きょう

今日は
くも

曇っていますね。 

□
あめ

雨が
ふ

降っていますね。 

 

＜
いち

一
にち

日の
よ

予
てい

定があるときの
こえ

声かけ＞ 

□
きょう

今日は
さん

散
ぽ

歩の日
ひ

ですね。いいお
てん

天
き

気でよかったですね。 

□
きょう

今日は
やま

山
だ

田さんの
す

好きなカラオケの日
ひ

ですね。
たの

楽しみですね。 

□
きょう

今日はご
か

家
ぞく

族の方
かた

がいらっしゃる日
ひ

ですね。
たの

楽しみですね。 



1 朝の声かけ 

 

4 

 

【ロールプレイング-
あさ

朝の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

【
じょう

状
きょう

況】 

やま

山
だ

田さんの
へ

部
や

屋に
あさ

朝のあいさつにいきます。 
やま

山
だ

田さんは、よく
ねむ

眠れなかったようです。 

もう
すこ

少し
ね

寝ていたいということだったので、３0分
ぷん ご

後にまた
く

来ることを
つた

伝えます。 

 



1 朝の声かけ 

 

5 

 

◎＝
かい

介
ご

護
しょく

職 

○＝
り

利
よう

用
しゃ

者（
やま

山
だ

田） 

 

◎（ノックをして
あさ

朝のあいさつをしましょう） 

○ああ、おはよう。 

 

◎（
さく

昨
や

夜の
すい

睡
みん

眠の
よう

様
す

子を
き

聞きましょう） 

○あまり、ねむれなかった。 

 

◎（
ねむ

眠れなかった
り

理
ゆう

由を
き

聞きましょう） 

○
とく

特に
り

理
ゆう

由はないけど、ねむれなかった。 

 

◎（もう
すこ

少し
ね

寝るかどうか
き

聞きましょう） 

○ああ、もう
すこ

少しねるよ。 

 

◎（３0分
ぷ ん

後
ご

にくることを
つた

伝えましょう） 



1 朝の声かけ 

 

6 

 

 



2 体調確認の声かけ（胃腸） 

 

7 

 

2 
たい

体
ちょう

調
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ（
い

胃
ちょう

腸） 

 

き

気をつけること 

 

き

気
ぶん

分・
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認をしましょう。 

かお

顔
いろ

色や
こ

呼
きゅう

吸、
こえ

声の
ちょう

調
し

子も
かく

確
にん

認しましょう。 

き

気
ぶん

分や
たい

体
ちょう

調が
わる

悪いときは
きょう

共
かん

感をしましょう。 

い

医
りょう

療
しょく

職に
しん

診
さつ

察をしてもらう
とき

時は、
かく

確
にん

認をとりましょう。 

 

 



2 体調確認の声かけ（胃腸） 

 

8 

 

【シャドーイング-
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認＞ 

□ご
き

気
ぶん

分はいかがですか。 

□
からだ

身体の
ぐ

具
あい

合はいかがですか。 

□
からだ

身体の
ちょう

調
し

子はいかがですか。 

□お
か

加
げん

減はいかがですか。 

□お
か

変わりはありませんか。 

□どこか
ぐ

具
あい

合が
わる

悪いところはありませんか。 

 

＜
いた

痛みの
かく

確
にん

認＞ 

□どこか
いた

痛いところはありませんか。 

□どのあたりが
いた

痛みますか。 

□どんな
かん

感じで
いた

痛みますか。ズキズキしますか。 

（
じ

地
もと

元でよくつかう
こと

言
ば

葉で
ひょう

表
げん

現してください。
たと

例えば、ガンガン、ピリピリなどです。） 

 

 



2 体調確認の声かけ（胃腸） 

 

9 

 

＜
い

胃の
ちょう

調
し

子が悪
わる

いとき＞ 

□
しょく

食
よく

欲はありますか。 

□
い

胃がムカムカしますか。 

□
き

気
も

持ち
わる

悪くて
は

吐きそう（もどしそう）ですか。 

 

＜
げ

下
り

痢のとき＞ 

□お
なか

腹の
ちょう

調
し

子はいかがですか。 

□下
した

腹
ばら

は
いた

痛みますか。 

□（お
なか

腹が）ごろごろしますか。 

□どんな
べん

便がでましたか。 

□
なん

何
かい

回くらいトイレにいきましたか。 

 

＜
べん

便
ぴ

秘のとき＞ 

□お
つう

通じはありますか。 

□（お
なか

腹が）はっていますか。 

 

 



2 体調確認の声かけ（胃腸） 

 

10 

 

【ロールプレイング-
あさ

朝の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

【
じょう

状
きょう

況】 

やま

山
だ

田さんの
へ

部
や

屋に
あさ

朝のあいさつにいきます。 
きのう

昨日は
よ

夜
なか

中に
げ

下
り

痢（
みず

水のような
べん

便（
すい

水
よう

様
べん

便））を
なん

何
ど

度もして、ねむれなかったようです。 
かん

感
せん

染
しょう

症も
うたが

疑われるため
かん

看
ご

護
し

師に
ほう

報
こく

告します。 

 



2 体調確認の声かけ（胃腸） 

 

11 

 

◎＝
かい

介
ご

護
しょく

職 

○＝
り

利
よう

用
しゃ

者（
やま

山
だ

田） 

 

◎（ノックをして
あさ

朝のあいさつ） 

○おはよう。 

 

◎（
さく

昨
や

夜の
すい

睡
みん

眠の
よう

様
す

子を
き

聞く） 

○あまり、ねむれなかった。 

 

◎（
すい

睡
みん

眠
ぶ

不
そく

足の
げん

原
いん

因を
き

聞く） 

○お
なか

腹が
いた

痛くて５
かい

回くらい
げ

下
り

痢をしてねむれなかった。 

 

◎（どんな
べん

便だったのか
き

聞く） 

○
みず

水のような
げ

下
り

痢をした。 

 

◎（
いま

今の
よう

様
す

子を
き

聞く） 

○
いま

今は
いた

痛みが
お

落ち
つ

着いたところ。 

 



2 体調確認の声かけ（胃腸） 

 

12 

 

 



3 体調確認の声かけ（頭痛） 
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3 
たい

体
ちょう

調
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ（
ず

頭
つう

痛） 

 

き

気をつけること 

 

き

気
ぶん

分・
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認をしましょう。 

かお

顔
いろ

色や
こ

呼
きゅう

吸、
こえ

声の
ちょう

調
し

子も
かく

確
にん

認しましょう。 

き

気
ぶん

分や
たい

体
ちょう

調が
わる

悪いときは
きょう

共
かん

感をしましょう。 

い

医
りょう

療
しょく

職に
しん

診
さつ

察をしてもらう
とき

時は、
かく

確
にん

認をとりましょう。 

 

 



3 体調確認の声かけ（頭痛） 

 

14 

 

【シャドーイング-
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認＞ 

□ご
き

気
ぶん

分はいかがですか。 

□
からだ

身体の
ぐ

具
あい

合はいかがですか。 

□
からだ

身体の
ちょう

調
し

子はいかがですか。 

□お
か

加
げん

減はいかがですか。 

□お
か

変わりはありませんか。 

□どこか
ぐ

具
あい

合が
わる

悪いところはありませんか。 

 

＜
いた

痛みの
かく

確
にん

認＞ 

□どこか
いた

痛いところはありませんか。 

□どのあたりが
いた

痛みますか。 

□どんな
かん

感じで
いた

痛みますか。ズキズキしますか。 

（
じ

地
もと

元でよくつかう
こと

言
ば

葉で
ひょう

表
げん

現してください。
たと

例えば、ガンガン、ピリピリなどです。） 

 

 



3 体調確認の声かけ（頭痛） 

 

15 

 

＜
ず

頭
つう

痛がするとき＞ 

□
は

吐き
け

気はしませんか。 

□いつから
いた

痛みますか。 

□だんだんひどくなっていますか。 

□どんな
いた

痛みですか。ズキズキしますか。 

（
じ

地
もと

元でよくつかう
こと

言
ば

葉で
ひょう

表
げん

現してください。
たと

例えば、ガンガン、ピリピリなどです。） 

 

＜めまい＞ 

□めまいや
た

立ちくらみはしませんか。 

□クラクラしませんか。 

□
た

立ち
あ

上がった
とき

時フラフラしませんか。 

 

＜
からだ

身体の
よう

様
す

子＞ 

□
て

手や
あし

足がしびれていませんか。 

□
て

手や
あし

足が
うご

動かしにくくないですか。 

□だるくないですか。 

 

いつも
どお

通り
こと

言
ば

葉が
で

出ていない。 

うまくしゃべれていない。 

ひょう

表
じょう

情がゆがんでいる。 

ぼーっとしている。 

など、いつもと
ちが

違う
よう

様
す

子が
み

見られたらすぐに
じょう

上
し

司や
まわ

周りの
ひと

人に
ほう

報
こく

告をしましょう。 

 



3 体調確認の声かけ（頭痛） 

 

16 

 

【ロールプレイング-
あさ

朝の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

【
じょう

状
きょう

況】 

やま

山
だ

田さんの
へ

部
や

屋に
あさ

朝のあいさつにいきます。 
ず

頭
つう

痛があり、だるそうだったので、お
ねつ

熱を
はか

測らせてもらいます。 
び

微
ねつ

熱があったため
かん

看
ご

護
し

師に
ほう

報
こく

告します。 

 



3 体調確認の声かけ（頭痛） 

 

17 

 

◎＝
かい

介
ご

護
しょく

職 

○＝
り

利
よう

用
しゃ

者（
やま

山
だ

田） 

 

◎（ノックをして
あさ

朝のあいさつ） 

○おはよう。 

 

◎（
たい

体
ちょう

調を
き

聞く） 

○すこし
あたま

頭が
いた

痛い。 

 

◎（
ず

頭
つう

痛の
よう

様
す

子を
き

聞く） 

○ズキズキして
すこ

少しフラフラする。 

 

◎（他
ほ か

の
たい

体
ちょう

調を
き

聞く） 

○（
かぜ

風邪による
はつ

発
ねつ

熱があることを
そう

想
てい

定して、
しつ

質
もん

問に
こた

答えてください） 

 

◎（
たい

体
おん

温を
はか

測らせてもらう（
けん

検
おん

温
けっ

結
か

果は３７．５
ど

度）） 

○だるくて
お

起き
あ

上がれない。 

 

◎（
きょう

共
かん

感をして、
かん

看
ご

護
し

師に
み

診てもらうようにお
ねが

願いしてもよいか
かく

確
にん

認する） 

○ああ。お
ねが

願いします。 



3 体調確認の声かけ（頭痛） 
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4 体調確認の声かけ（関節・皮膚） 
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4 
たい

体
ちょう

調
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ（
かん

関
せつ

節・
ひ

皮
ふ

膚） 

 

き

気をつけること 

 

き

気
ぶん

分・
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認をしましょう。 

かお

顔
いろ

色や
こ

呼
きゅう

吸、
こえ

声の
ちょう

調
し

子も
かく

確
にん

認しましょう。 

き

気
ぶん

分や
たい

体
ちょう

調が
わる

悪いときは
きょう

共
かん

感をしましょう。 

い

医
りょう

療
しょく

職に
しん

診
さつ

察をしてもらう
とき

時は、
かく

確
にん

認をとりましょう。 

 

 



4 体調確認の声かけ（関節・皮膚） 

 

20 

 

【シャドーイング-
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認＞ 

□ご
き

気
ぶん

分はいかがですか。 

□
からだ

身体の
ぐ

具
あい

合はいかがですか。 

□
からだ

身体の
ちょう

調
し

子はいかがですか。 

□お
か

加
げん

減はいかがですか。 

□お
か

変わりはありませんか。 

□どこか
ぐ

具
あい

合が
わる

悪いところはありませんか。 

 

＜
いた

痛みの
かく

確
にん

認＞ 

□どこか
いた

痛いところはありませんか。 

□どのあたりが
いた

痛みますか。 

□どんな
かん

感じで
いた

痛みますか。ズキズキしますか。 

（
じ

地
もと

元でよくつかう
こと

言
ば

葉で
ひょう

表
げん

現してください。
たと

例えば、ガンガン、ピリピリなどです。） 

 

＜
ちょう

調
し

子が
わる

悪かった
ぶ

部
い

位の
かく

確
にん

認＞ 

□
うで

腕は
の

伸ばせますか。 

□
ひざ

膝の
ちょう

調
し

子はいかがですか。 

□
こし

腰の
ちょう

調
し

子はいかがですか。 

□
うで

腕の
いた

痛みはいかがですか。 

□
ゆび

指のこわばり（
いた

痛み）はいかがですか。 

 

 



4 体調確認の声かけ（関節・皮膚） 
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＜
ひ

皮
ふ

膚の
ふ

不
ちょう

調＞ 

□かゆいところはありませんか。 

□ちょっと
み

見せていただけますか。 

□
すこ

少し
こな

粉を
ふ

吹いていますね。かゆくないですか。 

□
かん

乾
そう

燥してかさかさしていますね。かゆみがありますか。 

□
すこ

少し
あか

赤くなっていますね。かゆみはありませんか。 

□
すこ

少し
は

腫れていますね。 

 



4 体調確認の声かけ（関節・皮膚） 

 

22 

 

【ロールプレイング-
あさ

朝の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

【
じょう

状
きょう

況】 

やま

山
だ

田さんの
へ

部
や

屋に
あさ

朝のあいさつにいきます。 
きのう

昨日は、
ひざ

膝が
いた

痛んだため
たの

楽しみにしていた
ご

午
ご

後の
さん

散
ぽ

歩にいきませんでした。 
せ

背
なか

中にかゆみがあったので、
なん

軟
こう

膏を
ぬ

塗るお
て

手
つだ

伝いをします。 

 



4 体調確認の声かけ（関節・皮膚） 

 

23 

 

◎＝
かい

介
ご

護
しょく

職 

○＝
り

利
よう

用
しゃ

者（
やま

山
だ

田） 

 

◎（ノックをして
あさ

朝のあいさつ） 

○おはよう。 

 

◎（
ひざ

膝の
いた

痛みの
かく

確
にん

認と
けさ

今朝の
たい

体
ちょう

調を
き

聞く） 

○よく
ね

寝たが、
きのう

昨日から
せ

背
なか

中がかゆい。 

 

◎（他
ほ か

にかゆいところはないか
き

聞き、
せ

背
なか

中をみせてもらう
こえ

声かけ） 

 

◎（
すこ

少し
あか

赤くなっているので、
なん

軟
こう

膏を
ぬ

塗る
かく

確
にん

認をとる） 

 

◎（
しょく

食
じ

事までに
き

着
が

替えを
す

済ませるようにお
ねが

願いする） 

○わかった。 



4 体調確認の声かけ（関節・皮膚） 
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5 体調確認の声かけ（高齢者の風邪） 
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5 
たい

体
ちょう

調
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ（
こう

高
れい

齢
しゃ

者の
かぜ

風邪） 

 

き

気をつけること 

 

き

気
ぶん

分・
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認をしましょう。 

はつ

発
ねつ

熱・
いき

息
ぐる

苦しさがないか
かく

確
にん

認をしましょう。 

かお

顔
いろ

色や
こ

呼
きゅう

吸、
こえ

声の
ちょう

調
し

子も
かく

確
にん

認しましょう。 

き

気
ぶん

分や
たい

体
ちょう

調が
わる

悪いときは
きょう

共
かん

感をしましょう。 

 

 



5 体調確認の声かけ（高齢者の風邪） 

 

26 

 

【シャドーイング-
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
かぜ

風邪のとき＞ 

□
すい

水
ぶん

分はしっかりとっていらっしゃいますか。 

□のどは
かわ

乾いていませんか。 

□のどは
いた

痛くないですか。 

□風邪
か ぜ

の調子
ち ょ う し

はいかがですか。 

□
さむ

寒
け

気はありますか。 

□ぞくぞくしますか。 

□
いき

息
ぐる

苦しくないですか。 

□ゼーゼーしますか。 

□
ねつ

熱っぽいですか。 

□
からだ

身体に熱
ねつ

がこもる感じ
かん

がしますか。 

□
はな

鼻
みず

水は
で

出ませんか。 

□
はな

鼻は
つ

詰まっていませんか。 

□
せき

咳は
で

出ますか。 

□(のどに）
たん

痰がからみますか。 

□
かお

顔
いろ

色がすぐれませんね。 

□
なん

何だかだるそうですね。 

□
かお

顔が
すこ

少し
あか

赤いですね。 

□
きょう

今日はお
げん

元
き

気がありませんね。 

 



5 体調確認の声かけ（高齢者の風邪） 

 

27 

 

＜
はつ

発
ねつ

熱のとき＞ 

□
たい

体
おん

温を
はか

測らせていただけますか。 

□お
ねつ

熱を
はか

測りましょう。 

□
わき

脇に
あせ

汗をかいていませんか。 

□
たい

体
おん

温
けい

計はしっかり
わき

脇の
した

下にはさんでくださいね。 

□
なん

何
ど

度ですか。 

□
び

微
ねつ

熱がありますね。 

□
へい

平
ねつ

熱ですね。よかったです。 

 

＜
たい

体
ちょう

調が
わる

悪い
とき

時＞ 

□
はや

早く
よ

良くなるといいですね。 

□
む

無
り

理をなさらないで、ゆっくりお
やす

休みください。 

□
きょう

今日は
あん

安
せい

静にしていましょうか。 

□
きょう

今日は１
にち

日
よこ

横になっていましょう。 

□お
だい

大
じ

事になさってください。 

□
かん

看
ご

護
し

師を
よ

呼んで
まい

参ります。 

□
かん

看
ご

護
し

師に
ほう

報
こく

告しておきますね。 

□
ねん

念のため、
いち

一
ど

度
びょう

病
いん

院で
み

診てもらいませんか。 

□
なに

何かあれば、いつでもナースコールを
お

押してくださいね。 

 



5 体調確認の声かけ（高齢者の風邪） 

 

28 

 

【ロールプレイング-
あさ

朝の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

【
じょう

状
きょう

況】 

きのう

昨日から
はつ

発
ねつ

熱がある
やま

山
だ

田さんの
よう

様
す

子を
かく

確
にん

認します。 

きのう

昨日の
ご

午
ご

後、３８
ど

度の
はつ

発
ねつ

熱があったため
い

医
し

師の
しん

診
さつ

察を
う

受けて
くすり

薬を
しょ

処
ほう

方してもらっています。 

い

医
し

師からは、
せき

咳、
たん

痰、
いき

息
ぐる

苦しさが
み

見られたらすぐに
れん

連
らく

絡するよう
し

指
じ

示されています。 

 



5 体調確認の声かけ（高齢者の風邪） 

 

29 

 

◎＝
かい

介
ご

護
しょく

職 

○＝
り

利
よう

用
しゃ

者（
やま

山
だ

田） 

 

◎（ノックをして
たい

体
ちょう

調を
うかが

伺う） 

○
すこ

少し
らく

楽になった。 

 

◎（
きょう

共
かん

感し、
いき

息
ぐる

苦しさはないか
き

聞く） 

○
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫。
くる

苦しくはない。 

 

◎（
せき

咳や
たん

痰がないか
き

聞く） 

○
せき

咳は
で

出てないけど、
かん

関
せつ

節が
いた

痛い。 

 

◎（
きょう

共
かん

感し、
たい

体
おん

温を
はか

測らせてもらう） 

○うん。 

 

◎（３７．６
ど

度に
さ

下がっていることを
つた

伝える） 

○ああ、よかった。これで
らく

楽になる。 

 

◎（
きょう

共
かん

感をして、なにかあったらナースコールを
お

押すようお
ねが

願いして、５時
じ

に 

また
よう

様
す

子を
み

見に
く

来ることを
つた

伝える） 

○ああ。お
ねが

願いします。 



5 体調確認の声かけ（高齢者の風邪） 
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6 衣服の着脱の基本 
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6 
い

衣
ふく

服の
ちゃく

着
だつ

脱の
こえ

声かけの
き

基
ほん

本 

 

き

気をつけること 

 

たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認をしましょう。 

む

無
り

理に
き

着
が

替えをするのではなく
き

着
が

替えを
うなが

促しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
き

希
ぼう

望に
そ

沿った
い

衣
ふく

服を
じゅん

準
び

備しましょう。 

脱健着患
だ っ け ん ち ゃ っ か ん

のルールに
したが

従って
かい

介
じょ

助をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることはやってもらいましょう。 

どう

動
さ

作をする
まえ

前に
つぎ

次に
なに

何をするか
せつ

説
めい

明しましょう。 

 



6 衣服の着脱の基本 
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【シャドーイング-
い

衣
ふく

服の
ちゃく

着
だつ

脱の
き

基
ほん

本】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 
よ

読んだら□を
ぬ

塗りつぶしましょう。 

 

＜
き

着
が

替えを
うなが

促す＞ 

□そろそろお
き

着
が

替えをしましょうか。 

□パジャマを
ぬ

脱いで、
き

着
が

替えませんか。 

□もうすぐ
あさ

朝ご
はん

飯ですから、
き

着
が

替えましょうか。 

□
きょう

今日はご
か

家
ぞく

族がいらっしゃる日
ひ

ですね。
き

着
が

替えてお
しゃ

洒
れ

落しましょうか。 

□
あせ

汗をかかれたので、
き

着
が

替えましょうか。 

□もうすぐお
やす

休みの
じ

時
かん

間ですから、パジャマに
き

着
が

替えましょうか。 

 

＜
てき

適
せつ

切な
い

衣
ふく

服に
き

着
が

替えを
うなが

促す＞ 

□
さむ

寒くないですか。もう１
まい

枚
は

羽
お

織りますか。 

□たくさん
き

着
こ

込んでいらっしゃいますね。
あつ

暑くないですか。 

 

＜
ちゃく

着
だつ

脱の
じゅん

準
び

備＞ 

□お
へ

部
や

屋は
さむ

寒くないですか。 

□カーテンを
し

閉めますね。 

 



6 衣服の着脱の基本 
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＜
ふく

服えらび＞ 

□
きょう

今日は
なに

何を
き

着られますか。 

□
きょう

今日は
なに

何をお
め

召しになりますか。 

□
きょう

今日はどの
ふく

服にされますか。 

□
えら

選ぶのをお
て

手
つだ

伝いしましょうか。 

□
きょう

今日は
すこ

少し
さむ

寒いですから、こちらが
あたた

暖かくていいと
おも

思いますが、いかがですか。 

□こちらと、こちらでは、どちらがいいですか。 

□この
ちゃ

茶
いろ

色のシャツはいかがですか。
す

素
てき

敵ですよ。 

 

＜
い

衣
ふく

服をほめる＞ 

□とてもよくお
に

似
あ

合いですよ。 

□
す

素
てき

敵な
く

組み
あ

合わせですね。 

□
あたた

暖かそうでいいですね。 

□
きのう

昨日ご
か

家
ぞく

族が
も

持ってきてくださったお
よう

洋
ふく

服ですか。お
しゃ

洒
れ

落ですね。 

□
た

田
なか

中さんはセンスがいいですね。 

 

＜
ちゃく

着
だつ

脱の
かい

介
じょ

助＞ 

□ゆっくりでいいので、ご
じ

自
ぶん

分でやっていただけますか。 

□
むずか

難しいところはお
て

手
つだ

伝いしますので、できるところはお
ねが

願いします。 

□
うわ

上
ぎ

着から
ぬ

脱ぎましょうか。 

□ちょっと
うし

後ろをお
て

手
つだ

伝いしますね。 

□では、こちらを
き

着ていただけますか。 

 



6 衣服の着脱の基本 
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【ロールプレイング-
い

衣
ふく

服の
ちゃく

着
だつ

脱の
き

基
ほん

本】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

【
じょう

状
きょう

況】 

やま

山
だ

田さんは、
のう

脳
しゅっ

出
けつ

血の
こう

後
い

遺
しょう

症で
けい

軽
ど

度の
みぎ

右
かた

片
ま

麻
ひ

痺があり、
つた

伝い
ある

歩き、または、
つえ

杖
ほ

歩
こう

行をし

ている。 

ちょう

朝
しょく

食の
じゅん

準
び

備ができたので、
やま

山
だ

田さんを
へ

部
や

屋に
むか

迎えに
い

行った。いつも
き

着
が

替えは
じ

自
ぶん

分ででき

ているが、
きょう

今日は
て

手
あし

足がこわばっているようで、
せん

洗
がん

顔と
せい

整
はつ

髪に
じ

時
かん

間がかかりまだ
き

着
が

替えがで

きていなかった。 



6 衣服の着脱の基本 
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◎＝
かい

介
ご

護
しょく

職○＝
り

利
よう

用
しゃ

者 

◎（コンコンコン）
しつ

失
れい

礼します。（
あさ

朝ご
はん

飯の
じゅん

準
び

備ができたことを
つた

伝え、
へ

部
や

屋からでる 

じゅん

準
び

備ができたか
き

聞く。） 

○まだ
き

着
が

替えができてないのよ。 

◎（いつもと
ちが

違うことがあるのかを
き

聞く。） 

○
きょう

今日は
て

手がこわばってうまくできないのよ。 

◎（
きょう

共
かん

感して、
き

着
が

替えの
て

手
つだ

伝いの
かく

確
にん

認をする。） 

○うん。よろしくお
ねが

願いします。 

◎（
ふく

服を
えら

選んでもらう。） 

○
きょう

今日は、そこのグレーのカーディガンと、チェックのズボンにしようかしら。 

◎（
えら

選んだ
ふく

服をほめる。） 

○そうかしら。 

◎では、
すわ

座ったままでいいので、
うえ

上のパジャマから
ぬ

脱ぎましょうか。（パジャマを
ぬ

脱ぐ
こえ

声 

かけをする。） 

○（
ふく

服を
ぬ

脱ぐ） 

◎こんどは、カーディガンを
き

着ましょうね。（カーディガンを
き

着る
こえ

声かけをする。 

ボタンを
し

閉めるかどうか
き

聞く。） 

○このままでいいわ。
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7 
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱の
こえ

声かけ（かぶり
うわ

上
ぎ

着） 

 

き

気をつけること 

 

脱健着患
だ っ け ん ち ゃ っ か ん

のルールに
したが

従って
かい

介
じょ

助をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることはやってもらいましょう。 

どう

動
さ

作をする
まえ

前に
つぎ

次に
なに

何をするか
せつ

説
めい

明しましょう。 

き

着
が

替えが
お

終わったら
き

着
ごこ

心
ち

地を
かく

確
にん

認しましょう。 

が

臥
い

位の
ば

場
あい

合は、
せ

背
なか

中のしわを
ととの

整えましょう。 

 

 

 



7 上着の着脱（かぶり） 
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【シャドーイング-
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助でかぶりの
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱：
ひだり

左
ま

麻
ひ

痺＞ 

 

き

基
ほん

本
て

手
じゅん

順 

□
みぎ

右
て

手で
ふく

服の
まえ

前を
むね

胸の
あた

辺りまで
あ

上げていただけますか。 

□
うし

後ろは
わたし

私が
あ

上げますね。 

□じゃあ、
ひじ

肘を
ひ

引いて
そで

袖を
ぬ

脱ぎましょう。はい、ありがとうございます。 

□
つぎ

次は
あたま

頭を
ぬ

脱ぎましょう。
みぎ

右
て

手を
つか

使って、ご
じ

自
ぶん

分でできますか。 

□
ひだり

左の
そで

袖も
ぬ

脱ぎましょう。はい、お
つか

疲れ
さま

様です。 

□では、この
うわ

上
ぎ

着を
き

着ましょう。
ひだり

左
て

手をちょっと
も

持ちますよ。
しつ

失
れい

礼します。
そで

袖を
とお

通しましょう。 

□
すこ

少し
まえ

前かがみになっていただけますか。
あたま

頭を
とお

通しましょう。 

□
さい

最
ご

後に、
みぎ

右
て

手を
そで

袖に
とお

通しましょう。 

□
うし

後ろをちょっと
ととの

整えますね。 

□
き

着
ごこ

心
ち

地はいかがですか。 

 

＜ボタン・マジックテープ・ファスナー＞ 

□ボタンをお
ねが

願いします。
いち

一
ばん

番
うえ

上は
わたし

私が留
と

めましょうか。 

□ボタンはどうされますか。 

□マジックテープをとりますね。 

□マジックテープを留
と

めますね。 

□
うわ

上
ぎ

着の
まえ

前のチャック（ファスナー・ジッパー）は
し

閉めますか。
あ

開けておきますか。 

 



7 上着の着脱（かぶり） 
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【ロールプレイング-
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
ちゃく

着
だつ

脱をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助でかぶりの
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱：
ひだり

左
ま

麻
ひ

痺＞ 

 

◎（
ふく

服を
むね

胸の
あた

辺りまで
あ

上げてもらう） 

◎
うし

後ろは
わたし

私が
あ

上げますね。 

◎（
そで

袖を
ぬ

脱ぐ
こえ

声かけをする） 

◎（
あたま

頭から
ぬ

脱ぐ
こえ

声かけをする） 

◎
ひだり

左の
そで

袖も
ぬ

脱ぎましょう。はい、お
つか

疲れ
さま

様です。 

◎では、この
うわ

上
ぎ

着を
き

着ましょう。
ひだり

左
て

手をちょっと
も

持ちますよ。
しつ

失
れい

礼します。
そで

袖を
とお

通しましょう。 

◎（
あたま

頭を
とお

通す
こえ

声かけをする） 

◎
さい

最
ご

後に、
みぎ

右
て

手を
そで

袖に
とお

通しましょう。 

◎（
うし

後ろを
ととの

整える
こえ

声かけをする） 

◎（
き

着
ごこ

心
ち

地を
かく

確
にん

認する） 
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8 
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱の
こえ

声かけ（
まえ

前
あ

開き
うわ

上
ぎ

着） 

 

き

気をつけること 

 

脱健着患
だ っ け ん ち ゃ っ か ん

のルールに
したが

従って
かい

介
じょ

助をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることはやってもらいましょう。 

どう

動
さ

作をする
まえ

前に
つぎ

次に
なに

何をするか
せつ

説
めい

明しましょう。 

き

着
が

替えが
お

終わったら
き

着
ごこ

心
ち

地を
かく

確
にん

認しましょう。 

が

臥
い

位の
ば

場
あい

合は、
せ

背
なか

中のしわを
ととの

整えましょう。 

 

 

 



8 上着の着脱（前開き） 
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【シャドーイング-
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助で
まえ

前
あ

開きの
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱：
ひだり

左
ま

麻
ひ

痺＞ 

 

□
いま

今から
うわ

上
ぎ

着を
ぬ

脱いでいきましょう。ボタンを
はず

外していただけますか。 

□
いち

一
ばん

番
うえ

上（のボタン）はお
て

手
つだ

伝いしましょうか。 

□
みぎ

右
て

手から
ぬ

脱ぎましょう。ちょっと
かた

肩のところを
ゆる

緩めますね。お
そで

袖の
ぶ

部
ぶん

分を
お

押さえますので、 
うで

腕を
ぬ

抜いてください。はい、ありがとうございます。 

□
ひだり

左
がわ

側も
ぬ

脱ぎましょう。はい、
けっ

結
こう

構です。 

□では、この
うわ

上
ぎ

着を
き

着ましょう。
ひだり

左
て

手をちょっと
も

持ちますよ。
しつ

失
れい

礼します。
そで

袖を
とお

通しましょう。 

□
うし

後ろ
がわ

側を
まわ

回しましたので、
みぎ

右
て

手をこちらに
とお

通してください。 

□ボタンをできるところまで留
と

めてください。 

□はい、お
つか

疲れ
さま

様でした。
き

着
ごこ

心
ち

地は
わる

悪くないですか。よくお
に

似
あ

合いですよ。 

 

 

＜ボタン・マジックテープ・ファスナー＞ 

□ボタンをお
ねが

願いします。
いち

一
ばん

番
うえ

上は
わたし

私が留
と

めましょうか。 

□ボタンはどうされますか。 

□マジックテープをとりますね。 

□マジックテープを留
と

めますね。 

□
うわ

上
ぎ

着の
まえ

前のチャック（ファスナー・ジッパー）は
し

閉めますか。
あ

開けておきますか。 

 



8 上着の着脱（前開き） 
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【ロールプレイング-
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
ちゃく

着
だつ

脱をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助で
まえ

前
あ

開きの
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱：
ひだり

左
ま

麻
ひ

痺＞ 

 

◎
いま

今から
うわ

上
ぎ

着を
ぬ

脱いでいきましょう。（ボタンをはずしてもらう
こえ

声かけを
おこな

行う） 

◎
いち

一
ばん

番
うえ

上（のボタン）はお
て

手
つだ

伝いしましょうか。 

◎（
みぎ

右の
うで

腕を
ぬ

抜く
こえ

声かけをする） 

◎
ひだり

左
がわ

側も
ぬ

脱ぎましょう。はい、
けっ

結
こう

構です。 

◎では、この
うわ

上
ぎ

着を
き

着ましょう。（
ひだり

左
て

手を
そで

袖に
とお

通す
こえ

声かけをする） 

◎
うし

後ろ
がわ

側を
まわ

回しましたので、
みぎ

右
て

手をこちらに
とお

通してください。 

◎（ボタンをとめてもらう
こえ

声かけ） 

◎はい、お
つか

疲れ
さま

様でした。
き

着
ごこ

心
ち

地は
わる

悪くないですか。よくお
に

似
あ

合いですよ。 
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9 
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱の
こえ

声かけ（
が

臥
い

位） 

 

き

気をつけること 

 

脱健着患
だ っ け ん ち ゃ っ か ん

のルールに
したが

従って
かい

介
じょ

助をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることはやってもらいましょう。 

どう

動
さ

作をする
まえ

前に
つぎ

次に
なに

何をするか
せつ

説
めい

明しましょう。 

き

着
が

替えが
お

終わったら
き

着
ごこ

心
ち

地を
かく

確
にん

認しましょう。 

が

臥
い

位の
ば

場
あい

合は、
せ

背
なか

中のしわを
ととの

整えましょう。 

 

 

 



9 上着の着脱（臥位） 
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【シャドーイング-
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

＜
が

臥
い

位で
まえ

前
あ

開きの
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱：
みぎ

右
ま

麻
ひ

痺＞ 

 

□
いま

今からお
き

着
が

替えをさせてくださいね。お
へ

部
や

屋の
おん

温
ど

度はいかがですか。
さむ

寒くないですか。 

□ベッドを
すこ

少し
あ

上げますね。お
ふ

布
とん

団をちょっと
さ

下げさせていただきます。
しつ

失
れい

礼します。 

□では、
うわ

上
ぎ

着を
ぬ

脱いでいきましょう。ボタンを
はず

外せるところまで
はず

外していただけますか。・・・ 

はい、ありがとうございます。
のこ

残りは
わたし

私がしますね。 

□
ひだり

左の
そで

袖を
ぬ

抜いてください。ありがとうございます。 

□
つぎ

次は
ひだり

左
がわ

側を
む

向きますので、
うで

腕を
まえ

前で
あ

合わせて、
あし

足をちょっと
ま

曲げてください。
みぎ

右
あし

足を
しつ

失
れい

礼 

します。 

□では、
わたし

私の
ほう

方を
む

向きますよ。
しつ

失
れい

礼します。１，２の３。 

□
みぎ

右
がわ

側も
ぬ

脱ぎますね。 

□では、
つぎ

次は
うわ

上
ぎ

着を
き

着ますね。
みぎ

右
て

手を
しつ

失
れい

礼して、
そで

袖を
とお

通します。はい、ありがとうござい 

ます。 

□
せ

背
なか

中のしわを
の

伸ばしますね。 

□では、
あお

仰
む

向けに
もど

戻りますよ。１，２の３。 

□
ひだり

左
がわ

側も
そで

袖を
とお

通します。こちらに
ひだり

左
て

手をどうぞ。ありがとうございます。 

□ボタンをできるところまで留
と

めていただけますか。・・・
のこ

残りは
わたし

私がしますね。
いち

一
ばん

番
うえ

上まで 

留
と

めますか。 

□はい、お
つか

疲れ
さま

様でした。
き

着
ごこ

心
ち

地はいかがですか。しわとか、
き

気になるところはありません 

か。 

 



9 上着の着脱（臥位） 
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【ロールプレイング-
うわ

上
ぎ

着の
ちゃく

着
だつ

脱】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
ちゃく

着
だつ

脱をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

◎
いま

今からお
き

着
が

替えをさせてくださいね。（
へ

部
や

屋は
さむ

寒くないか
かく

確
にん

認する） 

◎ベッドを
すこ

少し
あ

上げますね。お
ふ

布
とん

団をちょっと
さ

下げさせていただきます。
しつ

失
れい

礼します。 

◎では、
うわ

上
ぎ

着を
ぬ

脱いでいきましょう。（ボタンをはずしてもらう
こえ

声かけを
おこな

行う）・・・はい、 

ありがとうございます。
のこ

残りは
わたし

私がしますね。 

◎
ひだり

左の
そで

袖を
ぬ

抜いてください。ありがとうございます。 

◎
つぎ

次は
ひだり

左
がわ

側を
む

向きますので、（
ひだり

左
がわ

側を
む

向く
こえ

声かけを
おこな

行う） 

◎では、
わたし

私の
ほう

方を
む

向きますよ。
しつ

失
れい

礼します。１，２の３。 

◎
みぎ

右
がわ

側も
ぬ

脱ぎますね。 

◎では、
つぎ

次は
うわ

上
ぎ

着を
き

着ますね。（
みぎ

右
て

手の
そで

袖を
とお

通す
こえ

声かけを
おこな

行う） 

◎（
せ

背
なか

中のしわをのばす
こえ

声かけを
おこな

行う）。 

◎はい、
あお

仰
む

向けに
もど

戻りますよ。１，２の３。 

◎（
ひだり

左
て

手の
そで

袖を
とお

通す
こえ

声かけを
おこな

行う） 

◎ボタンをできるところまで留
と

めていただけますか。・・・
のこ

残りは
わたし

私がしますね。
いち

一
ばん

番
うえ

上まで

留
と

めますか。 

◎はい、お
つか

疲れ
さま

様でした。
き

着
ごこ

心
ち

地はいかがですか。しわとか、
き

気になるところはありません

か。  



9 上着の着脱（臥位） 
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10 ズボンの着脱（ふらつき） 
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10 ズボンの
ちゃく

着
だつ

脱の
こえ

声かけ（ふらつき） 

 

き

気をつけること 

 

脱健着患
だ っ け ん ち ゃ っ か ん

のルールに
したが

従って
かい

介
じょ

助をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることはやってもらいましょう。 

どう

動
さ

作をする
まえ

前に
つぎ

次に
なに

何をするか
せつ

説
めい

明しましょう。 

き

着
が

替えが
お

終わったら
き

着
ごこ

心
ち

地を
かく

確
にん

認しましょう。 

 

 

 

 



10 ズボンの着脱（ふらつき） 
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【シャドーイング-ズボンの
ちゃく

着
だつ

脱】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助でズボンの
ちゃく

着
だつ

脱：
ま

麻
ひ

痺なし、ふらつきあり＞ 

 

□では、ズボンを
き

着
が

替えましょうか。 

□こちらのベッドの
て

手すりを
つか

掴んで、
た

立っていていただけますか。ズボンをお
さ

下げします。 
しつ

失
れい

礼します。 

□では、ベッドに
こし

腰
か

掛けてください。 

□ズボンを
ぬ

脱ぎましょう。
ぬ

脱いだズボンはお
せん

洗
たく

濯しますので、お
あず

預かりしますね。 

□こちらのズボンをどうぞ。
あし

足を
とお

通したら、
ひざ

膝の
うえ

上ぐらいまで
あ

上げてください。 

□では、こちらの
て

手すりを
つか

掴んで、
た

立ち
あ

上がりましょう。そばにいますから、ご
あん

安
しん

心ください。 

□
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。ズボンを
あ

上げますから、そのまま
て

手すりを
つか

掴んでいてくださいね。 

□
しつ

失
れい

礼します。はい、
お

終わりました。シャツはズボンの
なか

中に
い

入れますか。そのまま
だ

出して 

おきますか。 



10 ズボンの着脱（ふらつき） 
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【ロールプレイング-ズボンの
ちゃく

着
だつ

脱】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
ちゃく

着
だつ

脱をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助でズボンの
ちゃく

着
だつ

脱：
ま

麻
ひ

痺なし、ふらつきあり＞ 

 

◎では、ズボンを
き

着
が

替えましょうか。 

◎（ベッドの
て

手すりを掴
つ か

んで
た

立ってもらう
こえ

声かけ）。ズボンをお
さ

下げします。
しつ

失
れい

礼しま 

す。 

◎では、ベッドに
こし

腰
か

掛けてください。 

◎ズボンを
ぬ

脱ぎましょう。
ぬ

脱いだズボンはお
せん

洗
たく

濯しますので、お
あず

預かりしますね。 

◎こちらのズボンをどうぞ。（
ひざ

膝の
うえ

上くらいまでズボンを
あ

上げてもらう
こえ

声かけ） 

◎では、こちらの
て

手すりを
つか

掴んで、
た

立ち
あ

上がりましょう。そばにいますから、ご
あん

安
しん

心ください。 

◎（立位
り つ い

の
かく

確
にん

認をして、ズボンを
あ

上げる
こえ

声かけ） 

◎
しつ

失
れい

礼します。はい、
お

終わりました。（シャツをズボンの
なか

中に入
い

れるかどうかを
き

聞く
こえ

声 

かけ） 



10 ズボンの着脱（ふらつき） 
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11 ズボンの着脱（右麻痺） 
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11 ズボンの
ちゃく

着
だつ

脱の
こえ

声かけ（
みぎ

右
ま

麻
ひ

痺） 

 

き

気をつけること 

 

脱健着患
だ っ け ん ち ゃ っ か ん

のルールに
したが

従って
かい

介
じょ

助をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることはやってもらいましょう。 

どう

動
さ

作をする
まえ

前に
つぎ

次に
なに

何をするか
せつ

説
めい

明しましょう。 

き

着
が

替えが
お

終わったら
き

着
ごこ

心
ち

地を
かく

確
にん

認しましょう。 

 

 

 

 



11 ズボンの着脱（右麻痺） 
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【シャドーイング-ズボンの
ちゃく

着
だつ

脱】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助でズボンの
ちゃく

着
だつ

脱：
みぎ

右
ま

麻
ひ

痺＞ 

 

□
つぎ

次はズボンを
は

履き
か

替えましょう。こちらの
て

手すりを
つか

掴んで
た

立ち
あ

上がりましょう。 

□
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。ズボンを
さ

下げますから、そのままでいていただけますか。 

□では、ベッドに
すわ

座りましょう。
て

手すりを
つか

掴んでいてくださいね。 

□ズボンを
ひだり

左から
ぬ

脱ぎましょう。・・・はい。では
みぎ

右のズボンを
ぬ

抜きますね。
みぎ

右のかかとを、 
しつ

失
れい

礼します。 

□
つぎ

次はこちらのズボンを
は

履きましょう。
みぎ

右のかかとを
しつ

失
れい

礼します。 

□
ひだり

左
あし

足もこちらへどうぞ。 

□
みぎ

右
がわ

側は
わたし

私が
あ

上げますので、
ひだり

左
がわ

側を
あ

上げていただけますか。 

□では、
こし

腰までズボンを
あ

上げますので、
て

手すりを
つか

掴んで
た

立ち
あ

上がりましょう。 

□ズボンを
あ

上げますね。シャツは
だ

出しておきますか。 

□はい、
で

出
き

来ました。お
つか

疲れ
さま

様でした。 

 

 



11 ズボンの着脱（右麻痺） 
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【ロールプレイング-ズボンの
ちゃく

着
だつ

脱】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
ちゃく

着
だつ

脱をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

 

◎
つぎ

次はズボンを
は

履き
か

替えましょう。こちらの
て

手すりを
つか

掴んで
た

立ち
あ

上がりましょう。 

◎（立位
り つ い

の
かく

確
にん

認をして、ズボンを
さ

下げる
こえ

声かけ） 

◎では、ベッドに
すわ

座りましょう。
て

手すりを
つか

掴んでいてくださいね。 

◎ズボンを
ひだり

左から
ぬ

脱ぎましょう。・・・はい。では
みぎ

右のズボンを
ぬ

抜きますね。
みぎ

右のかかとを、 

しつ

失
れい

礼します。 

◎
つぎ

次はこちらのズボンを
は

履きましょう。
みぎ

右のかかとを
しつ

失
れい

礼します。 

◎
ひだり

左
あし

足もこちらへどうぞ。 

◎（
ひだり

左
がわ

側を
あ

上げてもらう
こえ

声かけ） 

◎（
こし

腰までズボンを
あ

上げるときの
こえ

声かけ） 

◎ズボンを
あ

上げますね。シャツは
だ

出しておきますか。 

◎はい、
で

出
き

来ました。お
つか

疲れ
さま

様でした。 

 



11 ズボンの着脱（右麻痺） 
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12 ズボンの着脱（臥位） 
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12 ズボンの
ちゃく

着
だつ

脱の
こえ

声かけ（
が

臥
い

位） 

 

き

気をつけること 

 

脱健着患
だ っ け ん ち ゃ っ か ん

のルールに
したが

従って
かい

介
じょ

助をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることはやってもらいましょう。 

どう

動
さ

作をする
まえ

前に
つぎ

次に
なに

何をするか
せつ

説
めい

明しましょう。 

き

着
が

替えが
お

終わったら
き

着
ごこ

心
ち

地を
かく

確
にん

認しましょう。 

 

 

 

 



12 ズボンの着脱（臥位） 
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【シャドーイング-ズボンの
ちゃく

着
だつ

脱】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
が

臥
い

位でズボンの
ちゃく

着
だつ

脱：
ひだり

左
ま

麻
ひ

痺＞ 

 

□
みぎ

右
て

手でズボンをできるところまで
お

下ろしていただけますか。 

□ありがとうございます。
ひだり

左
がわ

側のズボンを
さ

下げるので、お
しり

尻をちょっと
あ

上げられますか。・・・ 

はい、ありがとうございます。 

（※お
しり

尻を
う

浮かすことができないときは、
そく

側
が

臥
い

位にしてからズボンを
さ

下げる） 

□では、
みぎ

右
あし

足を
ぬ

抜いていただけますか。・・・はい。では
ひだり

左のズボンを
ぬ

抜きますね。
ひだり

左の 

かかとを
しつ

失
れい

礼します。 

□じゃあ、
あたら

新しいズボンを
ひだり

左
がわ

側から
は

履いていきますよ。・・・では、
みぎ

右
あし

足をこちらに
とお

通してくだ 

さい。ありがとうございます。 

□ズボンを
あ

上げますね。お
しり

尻を
すこ

少し
あ

上げられますか。 

□シャツはいつもと
おな

同じで、（ズボンの）
なか

中にお
い

入れしたらいいですか。 

□
き

着
ごこ

心
ち

地はいかがですか。
くる

苦しいところはありませんか。 



12 ズボンの着脱（臥位） 
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【ロールプレイング-ズボンの
ちゃく

着
だつ

脱】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
ちゃく

着
だつ

脱をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

 

＜
が

臥
い

位でズボンの
ちゃく

着
だつ

脱：
ひだり

左
ま

麻
ひ

痺＞ 

 

◎（ズボンをできるところまで
お

下ろしてもらう
こえ

声かけ） 

◎ありがとうございます。
ひだり

左
がわ

側のズボンを
さ

下げるので、お
しり

尻をちょっと
あ

上げられますか。・・・ 

はい、ありがとうございます。 

（※お
しり

尻を
う

浮かすことができないときは、
そく

側
が

臥
い

位にしてからズボンを
さ

下げる） 

◎（
みぎ

右
あし

足を
ぬ

抜いてもらい、
ひだり

左
あし

足を
ぬ

抜く
こえ

声かけ） 

◎じゃあ、
あたら

新しいズボンを
ひだり

左
がわ

側から
は

履いていきますよ。・・・では、
みぎ

右
あし

足をこちらに
とお

通してくだ 

さい。ありがとうございます。 

◎（ズボンを
あ

上げるときの
こえ

声かけ）・・・はい、ありがとうございます。 

◎シャツはいつもと
おな

同じで、ズボンの
なか

中にお
い

入れしたらいいですか。 

◎（
き

着
ごこ

心
ち

地の
かく

確
にん

認） 

 



12 ズボンの着脱（臥位） 
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13 車いすへの移乗（ベッド仰臥位～座位） 
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13 
くるま

車いすへの
い

移
じょう

乗の
こえ

声かけ（ベッド
ぎょう

仰
が

臥
い

位～
ざ

座
い

位） 

 

き

気をつけること 

 

い

移
じょう

乗の
き

希
ぼう

望の
かく

確
にん

認をしましょう。 

どう

動
さ

作の
まえ

前に
つぎ

次に
なに

何をするか
せつ

説
めい

明をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることはやってもらいましょう。 

ひとつの
どう

動
さ

作が
お

終わったら
あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認をしましょう。 

 

 

 

 

 



13 車いすへの移乗（ベッド仰臥位～座位） 
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【シャドーイング-
くるま

車いすへの
い

移
じょう

乗】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
い

移
じょう

乗の
き

希
ぼう

望の
かく

確
にん

認＞ 

□
くるま

車いすに
うつ

移りましょうか。 

□もうすぐ
あさ

朝ご
はん

飯ですから、
くるま

車いすに
うつ

移って、
じゅん

準
び

備なさいませんか。 

□
くるま

車いすに
すわ

座りましょうか。 

□
くるま

車いすに
の

乗るのをお
て

手
つだ

伝いしますね。 

□
くるま

車いすを
も

持ってきますから、
しょう

少
しょう

々お
ま

待ちくださいね。 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助でベッドから
お

起き
あ

上がる：
みぎ

右
かた

片
ま

麻
ひ

痺＞ 

□
わたし

私がお
て

手
つだ

伝いしますので、ベッドから
お

起き
あ

上がりましょうか。 

□ベッドを
すこ

少し
さ

下げます。
しつ

失
れい

礼します。 

□
ひだり

左
て

手で
みぎ

右
ひじ

肘を
むね

胸の
まえ

前に
も

持ってきていただけますか。 

□
ひだり

左
ひざ

膝を
た

立てていただけますか。 

□
みぎ

右
ひざ

膝は
わたし

私がお
て

手
つだ

伝いします。
しつ

失
れい

礼します。 

□では、
わたし

私の
ほう

方を１，２の３で
む

向きましょう。１，２の３。
くる

苦しくないですか。 

□
わたし

私が
くび

首と
ひざ

膝を
ささ

支えますから、
お

起き
あ

上がりましょう。１，２の３。ありがとうございます。
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫 

ですか。 

□
て

手すりを
つか

掴んでいてくださいね。 

□ベッドをもう
すこ

少し
さ

下げますね。 

□
あし

足は
ゆか

床にしっかりついていますか。 



13 車いすへの移乗（ベッド仰臥位～座位） 

 

63 

 

【ロールプレイング-
くるま

車いすへの
い

移
じょう

乗】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
い

移
じょう

乗をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助でベッドから
お

起き
あ

上がる：
みぎ

右
かた

片
ま

麻
ひ

痺＞ 

◎
わたし

私がお
て

手
つだ

伝いしますので、ベッドから
お

起き
あ

上がりましょうか。 

◎ベッドを
すこ

少し
さ

下げます。
しつ

失
れい

礼します。 

◎（
ひだり

左
て

手で
みぎ

右
ひじ

肘を
も

持ってもらう
こえ

声かけ） 

◎（
ひだり

左ひざを
た

立ててもらう
こえ

声かけ） 

◎
みぎ

右
ひざ

膝は
わたし

私がお
て

手
つだ

伝いします。
しつ

失
れい

礼します。 

◎では、
わたし

私の
ほう

方を１，２の３で
む

向きましょう。１，２の３。
くる

苦しくないですか。 

◎（
くび

首と
ひざ

膝を
ささ

支え、
お

起き
あ

上がる
こえ

声かけ） 

◎
て

手すりを
つか

掴んでいてくださいね。 

◎ベッドをもう
すこ

少し
さ

下げますね。 

◎（
ざ

座
い

位の
あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認） 
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14 
くるま

車いすへの
い

移
じょう

乗の
こえ

声かけ（ベッド
ざ

座
い

位～
くるま

車

いす） 

 

き

気をつけること 

 

い

移
じょう

乗の
き

希
ぼう

望の
かく

確
にん

認をしましょう。 

どう

動
さ

作の
まえ

前に
つぎ

次に
なに

何をするか
せつ

説
めい

明をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることはやってもらいましょう。 

ひとつの
どう

動
さ

作が
お

終わったら
あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認をしましょう。 
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【シャドーイング-
くるま

車いすへの
い

移
じょう

乗】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助でベッドから
くるま

車いすに
い

移
じょう

乗：
みぎ

右
かた

片
ま

麻
ひ

痺・
て

手すりなし＞ 

□お
て

手
つだ

伝いしますから、
くるま

車いすに
うつ

移りましょう。 

□お
しり

尻を
すこ

少し
うご

動かして、ベッドに
あさ

浅く
こし

腰かけていただけますか。 

□
つぎ

次に、
あし

足をちょっと
ひら

開いて、ベッドの
ほう

方に
ひ

引いていただけますか。
みぎ

右
あし

足は
わたし

私がお
て

手
つだ

伝い 

します。
しつ

失
れい

礼します。 

□
まえ

前かがみになっていただけますか。 

□
ひだり

左
て

手で
くるま

車いすの
ひじ

肘
か

掛け（アームサポート）を
にぎ

握っていただけますか。 

□では、
た

立ち
あ

上がりましょう。
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 

□
すこ

少しずつ
からだ

身体の
む

向きを
か

変えましょう。 

□（
くるま

車いすの）
すわ

座るところが
み

見えますか。じゃあ、ゆっくり
こし

腰をおろしましょう。 

□深
ふか

く
こし

腰かけましょう。
みぎ

右
がわ

側は
わたし

私がお
て

手
つだ

伝いしますね。
しつ

失
れい

礼します。 

□では、
あし

足をこちらのフットサポート（
あし

足
お

置き、
あし

足のせ）にのせていただけますか。 

□
みぎ

右
あし

足はお
て

手
つだ

伝いしますね。
しつ

失
れい

礼します。 

□
すわ

座り
ごこ

心
ち

地はいかがですか。 

□ひざ
か

掛けはお
つか

使いになりますか。 
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【ロールプレイング-
くるま

車いすへの
い

移
じょう

乗】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
い

移
じょう

乗をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

◎お
て

手
つだ

伝いしますから、
くるま

車いすに
うつ

移りましょう。 

◎（ベッドに
あさ

浅く
こし

腰かけてもらう
こえ

声かけ） 

◎
つぎ

次に、
あし

足をちょっと
ひら

開いて、ベッドの
ほう

方に
ひ

引いていただけますか。
みぎ

右
あし

足は
わたし

私がお
て

手
つだ

伝い 

します。
しつ

失
れい

礼します。 

◎（
まえ

前かがみになってもらう
こえ

声かけ） 

◎（
くるま

車いすのアームサポートを
にぎ

握ってもらう
こえ

声かけ） 

◎では、
た

立ち
あ

上がりましょう。
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 

◎
すこ

少しずつ
からだ

身体の
む

向きを
か

変えましょう。 

◎
くるま

車いすの
すわ

座るところが
み

見えますか。じゃあ、ゆっくり
こし

腰をおろしましょう。 

◎（深く
ふ か すわ

座る
こえ

声かけ） 

◎（フットサポートに
あし

足をのせてもらう
こえ

声かけ） 

◎
みぎ

右
あし

足はお
て

手
つだ

伝いしますね。
しつ

失
れい

礼します。 

◎（
すわ

座り心
ごこ

地
ち

の
かく

確
にん

認） 

◎ひざ
か

掛けはお
つか

使いになりますか。
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15 
くるま

車いすでの
い

移
どう

動の
こえ

声かけ 

 

き

気をつけること 

くるま

車いすの
あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
し

姿
せい

勢や
てん

転
とう

倒、
ま

巻き
こ

込みに
ちゅう

注
い

意して 

あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認をしましょう。 

くるま

車いすを
ぜん

前
しん

進させたり
ま

曲がったり
と

止まったりする
まえ

前に 

せつ

説
めい

明をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 
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【シャドーイング-
くるま

車いすでの
い

移
どう

動】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
くるま

車いすでの
い

移
どう

動の
き

基
ほん

本＞ 

□では、
い

行きましょう。ブレーキを
はず

外していただけますか。 

□
て

手は
ひじ

肘
か

掛けの
うち

内
がわ

側に
お

置いておいていただけますか。 

□では、
くるま

車いすを
お

押しますので、
うご

動きますよ。 

□このぐらいの
はや

速さで
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 

□
からだ

身体が
かたむ

傾いていますよ。
あぶ

危ないので、まっすぐ
すわ

座っていただけますか。 

□
からだ

身体が
かたむ

傾いていて
あぶ

危ないので、
なお

直しますね。
しつ

失
れい

礼します。 

□
みぎ

右に
ま

曲がります。 

□ちょっと
みぎ

右に
よ

寄せます。 

□ご
き

気
ぶん

分はいかがですか。 

□もうすぐ
つ

着きますよ。 

□
くるま

車いすを
と

止めますね。 

□
つ

着きましたよ。お
つか

疲れ
さま

様でした。 

□ブレーキをかけていただけますか。 
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（
だん

段
さ

差や
さか

坂
みち

道） 

□
すこ

少しだけ
だん

段
さ

差がありますので、ちょっとガタッとしますよ。 

□
のぼ

上り
ざか

坂なので、ゆっくりいきましょう。 

□この
さき

先は
くだ

下り
ざか

坂なので、
うし

後ろ
む

向きでゆっくり
い

行きます。 

□
だん

段
さ

差を
のぼ

上るので、
ぜん

前
りん

輪を
あ

上げます。ひじ
か

掛けを
つか

掴んでいただけますか。 

□
だん

段
さ

差を
お

下りますので、
うし

後ろ
む

向きで
い

行きます。そっとしますので、ご
あん

安
しん

心ください。 

□エレベーターに
の

乗ります。 

□エレベーターを
お

降ります。
うし

後ろ
む

向きで
い

行きますね。 

□この
さき

先ちょっとでこぼこ道
みち

なので、
ぜん

前
りん

輪を
あ

上げていきます。ガタガタしないようにゆっくり
い

行き 

ますので、ご
あん

安
しん

心ください。 
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【ロールプレイング-
くるま

車いすでの
い

移
どう

動】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
くるま

車いすを
つか

使った
い

移
どう

動をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

＜
くるま

車いすでの
い

移
どう

動の
き

基
ほん

本＞ 

◎（
い

移
どう

動するので、ブレーキを
はず

外してもらう
こえ

声かけ） 

◎（
て

手が
ま

巻き
こ

込まれないようにする
こえ

声かけ） 

◎では、
くるま

車いすを
お

押しますので、
うご

動きますよ。 

◎このぐらいの
はや

速さで
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 

◎（
からだ

身体が
かたむ

傾いているので、まっすぐ
すわ

座ってもらう
こえ

声かけ） 

◎ご
き

気
ぶん

分はいかがですか。 

 

◎（
ぜん

前
りん

輪を
あ

上げて
だん

段
さ

差を
のぼ

上るときの
こえ

声かけ） 

 

◎（
うし

後ろ
む

向きで
だん

段
さ

差を
お

下りるときの
こえ

声かけ） 

 

◎（
くだ

下り
ざか

坂のときの
こえ

声かけ） 

 

◎エレベーターに
の

乗ります。 

◎（エレベーターを
お

降りるときの
こえ

声かけ） 

 

◎もうすぐ
つ

着きますよ。
くるま

車いすを
と

止めますね。 

◎
つ

着きましたよ。お
つか

疲れ
さま

様でした。 

◎（ブレーキをかけてもらう
こえ

声かけ） 
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16 
くるま

車いすからベッドに
い

移
じょう

乗の
こえ

声かけ 

 

き

気をつけること 

 

くるま

車いすの
あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
し

姿
せい

勢や
てん

転
とう

倒、
ま

巻き
こ

込みに
ちゅう

注
い

意して 

あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認をしましょう。 

くるま

車いすを
ぜん

前
しん

進させたり
ま

曲がったり
と

止まったりする
まえ

前に 

せつ

説
めい

明をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 

 



16 車いすからベッドに移乗 
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【シャドーイング-
くるま

車いすからベッドへの
い

移
じょう

乗】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

（
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助で
くるま

車いすからベッドに
い

移
じょう

乗：
ひだり

左
かた

片
ま

麻
ひ

痺・
て

手すりあり） 

□ベッドに
うつ

移りますので、ブレーキをかけていただけますか。ありがとうございます。 

□フットサポートから
あし

足を
お

下ろしていただけますか。
ひだり

左
あし

足はお
て

手
つだ

伝いします。
しつ

失
れい

礼します。 

□フットサポートを
あ

上げていただけますか。ありがとうございます。 

□
あさ

浅く
すわ

座って、
あし

足を
ひ

引いていただけますか。
ひだり

左
あし

足、
しつ

失
れい

礼します。 

□
みぎ

右
て

手で
て

手すりを
つか

掴んでいただけますか。 

□
ささ

支えますから、
まえ

前かがみになって
た

立ち
あ

上がりましょう。１，２の３。
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 

□
て

手すりを
つか

掴んだまま、
からだ

身体の
む

向きを
すこ

少し
か

変えましょう。 

□
ひだり

左
がわ

側は
わたし

私が
ささ

支えますので、ゆっくり
すわ

座りましょうか。１，２の３。はい、ありがとうございます。 
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 



16 車いすからベッドに移乗 
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【ロールプレイング-
くるま

車いすからベッドへの
い

移
じょう

乗】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際に
くるま

車いすを
つか

使った
い

移
じょう

乗をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

＜
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助で
くるま

車いすからベッドに
い

移
じょう

乗：
ひだり

左
かた

片
ま

麻
ひ

痺・
て

手すりあり＞ 

 

◎（ベッドに
うつ

移る
まえ

前にブレーキをかけてもらう
こえ

声かけ） 

◎（フットサポートから
あし

足を
お

下ろしてもらう
こえ

声かけ） 

◎フットサポートを
あ

上げていただけますか。ありがとうございます。 

◎
あさ

浅く
すわ

座って、
あし

足を
ひ

引いていただけますか。
ひだり

左
あし

足、
しつ

失
れい

礼します。 

◎（
て

手すりを掴
つ か

んでもらう
こえ

声かけ） 

◎（
た

立ち
あ

上がるときの
こえ

声かけ） 

◎
て

手すりを
つか

掴んだまま、
からだ

身体の
む

向きを
すこ

少し
か

変えましょう。 

◎
ひだり

左
がわ

側は
わたし

私が
ささ

支えますので、ゆっくり
すわ

座りましょうか。１，２の３。はい、ありがとうございます。 

だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 
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17 
しょく

食
じ

事の
こえ

声かけ（
じゅん

準
び

備） 

 

き

気をつけること 

 

しょく

食
じ

事に
さそ

誘う
こえ

声かけをしましょう。 

メニューの
せつ

説
めい

明をして
て

手
あら

洗いをしてエプロンなどの 

し

使
よう

用を
き

聞きましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 
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【シャドーイング-
しょく

食
じ

事の
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
しょく

食
じ

事に
さそ

誘う＞ 

□
あさ

朝ご
はん

飯のお
じ

時
かん

間になりましたから、リビングに
い

行かれませんか。 

□お
ひる

昼の
し

支
たく

度ができましたが、お
しょく

食
じ

事に
い

行かれませんか。 

□
ばん

晩ご
はん

飯の
じゅん

準
び

備ができましたよ。 

□もうすぐおやつのお
じ

時
かん

間ですよ。 

□お
りょう

料
り

理を
み

見たら、
た

食べたくなるかもしれませんから、ちょっとリビングに
い

行ってみませんか。 

 

＜
しょく

食
じ

事を
ま

待ってもらう＞ 

□お
しょく

食
じ

事ができるまでもう
すこ

少しかかりますので、しばらくお
ま

待ちいただけますか。 

□ご
はん

飯は
いま

今
つく

作っていますので、３0分
ぷん

ほどお
ま

待ちいただけますか。 

□お
ひる

昼ご
はん

飯まであと１
じ

時
かん

間ぐらいありますよ。よかったら、こちらで
いっ

一
しょ

緒にお
はな

話ししませんか。 
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＜
しょく

食
じ

事の
じゅん

準
び

備＞ 

□こちらにお
か

掛けください。 

□
た

田
なか

中さんの
せき

席はこちらですよ。お
すわ

座りください。 

□
いま

今、お
しょく

食
じ

事をお
も

持ちしますので、お
ま

待ちくださいね。 

□
い

入れ
ば

歯は
はい

入っていますか。 

□
しょく

食
よく

欲はありますか。 

□
なん

何だか
げん

元
き

気がないですね。
しょく

食
よく

欲はどうですか。 

□いすの
すわ

座り
ごこ

心
ち

地はいかがですか。 

□すみませんが、お
はし

箸を
なら

並べるのを
て

手
つだ

伝っていただけませんか。 

□お
て

手
ふ

拭きをどうぞ。
て

手を
ふ

拭いていただけますか。 

□エプロンはお
つか

使いになりますか。 

□フォークをお
つか

使いになりますか。 

 

＜
こん

献
だて

立の
せつ

説
めい

明＞ 

□
こん

献
だて

立を
せつ

説
めい

明しますね。 

□
きょう

今日は
や

焼き
ざかな

魚にサラダにお
み

味
そ

噌
しる

汁ですよ。 

□
きょう

今日は
にく

肉じゃがですよ。
あじ

味がしみ
こ

込んでいますよ。 

□
きょう

今日は
た

田
なか

中さんの
す

好きな
てん

天ぷらですよ。 

□おいしそうなにおいですね。 

□
いろど

彩りがきれいでおいしそうですね。 

 



17 食事の声かけ（準備） 
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【ロールプレイング-
しょく

食
じ

事の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

【
じょう

状
きょう

況】
にん

認
ち

知
しょう

症の
た

田
なか

中さんは、
しょく

食
じ

事の 1
じ

時
かん

間
まえ

前から
しょく

食
どう

堂にきて
しょく

食
じ

事はまだかと
おお

大
ごえ

声をだして

います。 

◎（
た

田
なか

中さんに
へ

部
や

屋で
しょく

食
じ

事を
ま

待ってもらう
こえ

声かけをしてください。） 

【
じょう

状
きょう

況】
しょく

食
じ

事
じ

時
かん

間になりました。
しょく

食
じ

事に
さそ

誘いにいきます。 

◎（
しょく

食
じ

事に
さそ

誘ってください。トイレはいかなくてよいか
かく

確
にん

認してください。） 

【
じょう

状
きょう

況】
た

他の
ひと

人が
せき

席に
すわ

座っています。まだ
て

手
あら

洗いをしていません。 

◎（
て

手
あら

洗いをしてもらい、
ただ

正しい
せき

席に
ゆう

誘
どう

導してください。） 

◎（
ただ

正しい
しょく

食
じ

事の
し

姿
せい

勢になっているか
かく

確
にん

認してください。） 

◎（エプロンを
つか

使うかどうか
かく

確
にん

認してください。） 

◎（
こん

献
だて

立の
せつ

説
めい

明をしてください。） 

 
こん

献
だて

立
れい

例）カレイの
に

煮
つ

付け、サラダ、お
み

味
そ

噌
しる

汁、ほうれん
そう

草 



17 食事の声かけ（準備） 
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17 食事の声かけ（準備） 
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18 食事の声かけ（食事中） 
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18 
しょく

食
じ

事の
こえ

声かけ（
しょく

食
じ

事中
ち ゅ う

） 

 

き

気をつけること 

 

ご

誤
えん

嚥がないよう
ちゅう

注
い

意しましょう。 

あじ

味や
かん

感
そう

想を
き

聞きながら
しょく

食
じ

事が
たの

楽しめるようにしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 

 

 

 

 

 



18 食事の声かけ（食事中） 
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【シャドーイング-
しょく

食
じ

事の
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

＜
しょく

食
じ

事
かい

介
じょ

助：
さい

最
しょ

初のお
ちゃ

茶＞ 

□まず、お
ちゃ

茶をどうぞ。 

□お
ちゃ

茶を
の

飲んでから、
た

食べましょうか。 

 

＜
しょく

食
じ

事
かい

介
じょ

助＞ 

□
なに

何から
め

召し
あ

上がりますか。 

□ゆっくり
め

召し
あ

上がってくださいね。 

□よく
か

噛んで
め

召し
あ

上がってくださいね。 

□
た

食べるのをお
て

手
つだ

伝いしましょうか。 

□お
くち

口に
はこ

運ぶスピードはこのぐらいでいいですか。 

□すみませんが、もう
すこ

少しお
くち

口を
あ

開けてくださいませんか。 

□お
あじ

味はいかがですか。 

□
つぎ

次は
なに

何がよろしいですか。 

□もう
ひと

一
くち

口いかがですか。 

□
つぎ

次はお
み

味
そ

噌
しる

汁をいかがですか。 

 

＜
しょく

食
じ

事
かい

介
じょ

助：
すこ

少し
た

食べにくいとき＞ 

□
すこ

少し
た

食べにくいですか。 

□とろみをつけましょうか。 

□
ちい

小さく
き

切りましょうか。 

□ちょっと
きざ

刻んできましょうか。 

□
すこ

少し
かた

硬いですか。



18 食事の声かけ（食事中） 
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＜
しょく

食
じ

事
かい

介
じょ

助：こぼしたとき＞ 

□あ、こぼれましたか。
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですよ。 

□これで
ふ

拭いていただけますか。 

□ちょっと
ふ

拭かせてくださいね。 

□
そで

袖
ぐち

口につきそうなので、
すこ

少しまくってもよろしいですか。 

□ほっぺにご
はん

飯がついてますよ。ちょっと
しつ

失
れい

礼します。 

□そのお
はし

箸だと
た

食べにくいですか。スプーンをお
も

持ちしましょうか。 

 

＜
しょく

食
じ

事
かい

介
じょ

助：むせたとき＞ 

□
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。
すこ

少し
きゅう

休
けい

憩しましょう。 

□
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。
くる

苦しくないですか。 

□
せき

咳が治
お さ

まってから、
た

食べましょうか。 

 



18 食事の声かけ（食事中） 
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【ロールプレイング-
しょく

食
じ

事の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

◎（お
ちゃ

茶を飲
の

んでもらう
こえ

声かけ） 

◎（何
なに

から
た

食べたいか
き

聞く
こえ

声かけ） 

◎（ゆっくり、よく噛
か

んで
た

食べてもらう
こえ

声かけ） 

◎（おいしいかどうか
き

聞く
こえ

声かけ） 

◎（
くち

口からこぼれたので、
くち

口を
ふ

拭かせてもらう
こえ

声かけ） 

◎（
た

食べる
はや

速さはどうか
き

聞く
こえ

声かけ） 

◎（
あじ

味はどうか
き

聞く
こえ

声かけ） 

◎（かぼちゃをすすめる
こえ

声かけ） 

◎（むせたので
くる

苦しくないか
き

聞く
こえ

声かけ） 

◎（お
み

味
そ

噌
しる

汁をすすめる
こえ

声かけ） 



18 食事の声かけ（食事中） 
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19 食事の声かけ（食欲不振・食後） 
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19 
しょく

食
じ

事の
こえ

声かけ（
しょく

食
よく

欲
ふ

不
しん

振・
しょく

食
ご

後） 

 

き

気をつけること 

 

ご

誤
えん

嚥がないよう
ちゅう

注
い

意しましょう。 

しょく

食
じ

事の
かん

感
そう

想を
き

聞きましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 

 

 

 

 



19 食事の声かけ（食欲不振・食後） 
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【シャドーイング-
しょく

食
じ

事の
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
しょく

食
じ

事
かい

介
じょ

助：
しょく

食
よく

欲がないとき＞ 

□
しょく

食
よく

欲がないですか。 

□
ひさ

久しぶりに
た

食べるとおいしいかもしれませんよ。
め

召し
あ

上がってみませんか。 

□
む

無
り

理しなくてもいいですよ。
た

食べられそうな
もの

物だけでも
め

召し
あ

上がってみてください。 

□あまり
め

召し
あ

上がっていませんね。どうされましたか。 

□
ぜん

全
ぜん

然
め

召し
あ

上がっていませんが、どうなさいましたか。 

 

（
しょく

食
じ

事
かい

介
じょ

助：
しょく

食
じ

事が
お

終わったとき） 

□（お
しょく

食
じ

事は）お
す

済みですか。 

□きれいに
め

召し
あ

上がりましたね。 

□お
ちゃ

茶のお
か

代わりは、いかがですか。 

 

（
しょく

食
じ

事
かい

介
じょ

助：下膳
げ ぜ ん

） 

□
しょっ

食
き

器をお
さ

下げしてもいいですか。 

□
しょっ

食
き

器をあちらまで
も

持って
い

行っていただけますか。 

□お
ぼん

盆をあのワゴンのところに
も

持って
い

行っていただけますか。 

□エプロンを
はず

外してもよろしいですか。 

□おしぼりでお
くち

口を
ふ

拭いていただけますか。 



19 食事の声かけ（食欲不振・食後） 
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【ロールプレイング-
しょく

食
じ

事の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

◎（
しょく

食
よく

欲がないときの
こえ

声かけ） 

たい

体
ちょう

調が
わる

悪いのかを
き

聞きます。 

◎（
む

無
り

理をして
た

食べないように
い

言う
こえ

声かけ） 

◎（
きら

嫌いなものを
た

食べてもらえないときの
こえ

声かけ） 

◎（がんばって
た

食べたことをほめる
こえ

声かけ） 

◎（
しょく

食
じ

事の
かん

感
そう

想を
き

聞く
こえ

声かけ） 

◎（
しょく

食
じ

事の
お

終わりにお
ちゃ

茶を
の

飲んでもらう
こえ

声かけ） 

◎（おしぼりを使
つ か

って
じ

自
ぶん

分で
くち

口を
ふ

拭いてもらう
こえ

声かけ） 

◎（
た

食べた
しょっ

食
き

器をワゴンに
も

持っていってもらう
こえ

声かけ） 

 



19 食事の声かけ（食欲不振・食後） 
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20 トイレの声かけ 
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20 トイレの
こえ

声かけ 

 

き

気をつけること 

 

トイレに
さそ

誘う
こえ

声かけをしましょう。 

てん

転
とう

倒リスクに
じゅう

十
ぶん

分
ちゅう

注
い

意しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者のプライバシー・
そん

尊
げん

厳に
はい

配
りょ

慮しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
たい

体
ちょう

調の
へん

変
か

化を
かん

観
さつ

察しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 

 



20 トイレの声かけ 
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【シャドーイング-トイレの
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜トイレに
さそ

誘う＞ 

□
で

出かける
まえ

前にお
て

手
あら

洗いに
い

行きませんか。 

□お
て

手
あら

洗いに
よ

寄りませんか。 

□
すこ

少しトイレに
すわ

座ってみましょうか。 

□そろそろお
て

手
あら

洗いはいかがですか。 

□ちょっとあちら＜トイレを
さ

指す＞に
い

行きませんか。 

 

＜
べん

便
ぴ

秘のとき＞ 

□お
なか

腹の
ちょう

調
し

子はいかがですか。 

□お
つう

通じはありますか。 

□
で

出そうな
かん

感じはありませんか。 

□
べん

便が
で

出きらない
かん

感じですか。 

□
む

無
り

理に
りき

力まないで、また後
あと

で
すわ

座りましょうか。 

□しばらく
すわ

座って、
で

出てくるのを
ま

待ちましょうか。 

□お
なか

腹のマッサージをしましょうか。 

 

＜
げ

下
り

痢のとき＞ 

□
げ

下
り

痢されていますか。 

□お
なか

腹を下
く だ

していますか。 

□（
べん

便は）
やわ

柔らかいですか。 

□お
なか

腹がゆるいと辛
つ ら

いですよね。 

 



20 トイレの声かけ 
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【ロールプレイング-トイレの
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

◎（
さん

散
ぽ

歩
まえ

前にトイレに
さそ

誘う
こえ

声かけをしてください） 

◎（まわりに他
ほ か

の
り

利
よう

用
しゃ

者がいるときトイレに
さそ

誘う
こえ

声かけをしてください） 

◎（トイレからなかなか
で

出てこない
とき

時の
こえ

声かけをしてください） 

◎（
べん

便
ぴ

秘かどうか
き

聞く
こえ

声かけをしてください） 

◎（どのような
げ

下
り

痢だったか
き

聞く
こえ

声かけをしてください） 

 



20 トイレの声かけ 
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21 おむつ交換の声かけ 
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21 おむつ
こう

交
かん

換の
こえ

声かけ 

 

き

気をつけること 

 

おむつの
かく

確
にん

認をする
まえ

前に
こえ

声かけをしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者のプライバシー・
そん

尊
げん

厳に
はい

配
りょ

慮しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
たい

体
ちょう

調の
へん

変
か

化を
かん

観
さつ

察しましょう。 

 

 

 



21 おむつ交換の声かけ 
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【シャドーイング-おむつ
こう

交
かん

換の
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

＜おむつ
こう

交
かん

換の
かい

介
じょ

助
て

手
じゅん

順と
こえ

声かけ＞ 

□すみませんが、おむつの
なか

中を少
す こ

し確認
か く に ん

してもよろしいですか。 

□すぐ
す

済ませますので、少
す こ

しだけ
が

我
まん

慢してくださいね。 

□カーテンを
し

閉めますね。 

□ベッドを少
す こ

しだけ
あ

上げてもいいですか。すみません。 

□お
ふ

布
とん

団を
はず

外しますね。 

□ズボンをお
さ

下げしますね。
しつ

失
れい

礼します。 

□
まえ

前を
はず

外しますね。
しつ

失
れい

礼します。 

□では、
あたら

新しいのと
か

替えるので、
いち

一
ど

度
よこ

横を
む

向きましょうか。お
て

手
つだ

伝いしますね。 

□お
しり

尻をきれいにさせていただきますね。 

□
はじ

始めは
む

蒸しタオルで
ふ

拭きますね。 

□
こん

今
ど

度は
かわ

乾いたタオルで
ふ

拭きます。 

□
き

気
も

持ち
わる

悪くないですか。 

＜
あたら

新しいおむつを
からだ

身体の
した

下に
さ

差し
こ

込む＞ 

□では、
うわ

上
む

向きに
もど

戻りましょう。お
て

手
つだ

伝いしますね。 

□留
と

めていきますね。 

□
くる

苦しくないですか。 

□では、ズボンを
は

履きましょう。
しつ

失
れい

礼します。 

□少
す こ

し
こし

腰を
あ

上げていただけますか。お
て

手
つだ

伝いしますね。 

□
き

気になるところはありませんか。 

□ご
きょう

協
りょく

力、ありがとうございました。 

□
すこ

少し
かん

換
き

気しましょうか。
まど

窓を
あ

開けますね。 



21 おむつ交換の声かけ 
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【ロールプレイング-おむつ
こう

交
かん

換の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

じっ

実
さい

際におむつの
かく

確
にん

認や
たい

体
い

位
へん

変
かん

換をしながら、（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

◎（おむつの
かく

確
にん

認をさせてもらう
こえ

声かけ） 

◎（おむつ
こう

交
かん

換の
じゅん

準
び

備をさせてもらう
こえ

声かけ） 

◎（ズボンを
さ

下げるときの
こえ

声かけ） 

◎（お
しり

尻・
いん

陰
ぶ

部を
せい

清
けつ

潔にするときの
こえ

声かけ） 

◎（
あたら

新しいおむつに
こう

交
かん

換するときの
こえ

声かけ） 

◎（ズボンを
あ

上げるときの
こえ

声かけ） 

◎（
あん

安
ぜん

全・
あん

安
らく

楽
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ） 

◎（
まど

窓を
あ

開けて
くう

空
き

気を
い

入れかえるときの
こえ

声かけ） 
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22 差し込み便器の声かけ 
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22 
さ

差し
こ

込み
べん

便
き

器の
こえ

声かけ 

 

き

気をつけること 

 

さ

差し
こ

込み
べん

便
き

器
し

使
よう

用の
まえ

前に
こえ

声かけをしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者のプライバシー・
そん

尊
げん

厳に
はい

配
りょ

慮しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
たい

体
ちょう

調の
へん

変
か

化を
かん

観
さつ

察しましょう。 
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【シャドーイング-
さ

差し
こ

込み
べん

便
き

器の
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
さ

差し
こ

込み
べん

便
き

器の
かい

介
じょ

助
て

手
じゅん

順と
こえ

声かけ＞ 

□すみませんが、お
て

手
つだ

伝いさせてくださいね。 

□すぐ
す

済みますから、
すこ

少しお
て

手
つだ

伝いさせていただけますか。 

□
おお

大きい
ほう

方ですか。 

□すぐに
じゅん

準
び

備しますね。 

□
すこ

少しベッドを
あ

上げますよ。 

□お
ふ

布
とん

団を
さ

下げます。 

□シーツを
こし

腰に
し

敷きますので、
いち

一
ど

度
よこ

横を
む

向いていただけますか。 

□ズボンと
した

下
ぎ

着を
お

下ろしますので、少
す こ

し
こし

腰を
あ

上げていただけますか。
わたし

私もお
て

手
つだ

伝いします。 

□すみません。
べん

便
き

器を
い

入れるので、
すこ

少しだけ
こし

腰を
あ

上げましょう。お
て

手
つだ

伝いしますね。せ～の。 

□はい、
はい

入りました。ありがとうございます。 

□
いた

痛くないですか。 

□ベッドの
あたま

頭の
ほう

方を
あ

上げますね。 

□
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。クッションを
い

入れましょうか。 

□＜
じょ

女
せい

性の
り

利
よう

用
しゃ

者に＞トイレットぺーバーを
まえ

前に
あ

当てておきますね。 

□＜
だん

男
せい

性
り

利
よう

用
しゃ

者に＞
にょう

尿
き

器もお
つか

使いになりますか。 

□タオルを
しつ

失
れい

礼します。＜
ひざ

膝
した

下までかける＞ 

□では、お
へ

部
や

屋の外
そと

にいますので、
お

終わったら
よ

呼んでください。 
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□＜
よ

呼ばれた後
あと

に＞お
す

済みですか。 

□では、きれいにしますので、
いち

一
ど

度
よこ

横を
む

向きましょう。 

□
しつ

失
れい

礼します。ぬるま
ゆ

湯をかけますね。 

□
ふ

拭きます。はい、ありがとうございました。 

□では、
した

下
ぎ

着とズボンを
は

履きましょう。タオルを
しつ

失
れい

礼します。 

□
すこ

少し
こし

腰を
あ

上げていただけますか。
こし

腰までズボンと
した

下
ぎ

着を
あ

上げますね。 

□
こし

腰のシーツを
と

取りますので、
なん

何
ど

度もすみませんが、
よこ

横を
む

向いていただけますか。 

□はい、もう
いち

一
ど

度
もと

元の
む

向きに
もど

戻っていただけますか。 

□ありがとうございます。シーツのしわとか、
き

気になるところはありませんか。 

□ベッドの
あたま

頭は
さ

下げてもよろしいですか。 

□ご
き

気
ぶん

分はいかがですか。すっきりされましたか。 

□
ひつ

必
よう

要な
とき

時はいつでも
こえ

声を
か

掛けてくださいね。 

 

 



22 差し込み便器の声かけ 
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【ロールプレイング-
さ

差し
こ

込み
べん

便
き

器の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

 

◎（
さ

差し
こ

込み
べん

便
き

器
し

使
よう

用の
かく

確
にん

認をさせてもらう
こえ

声かけ） 

◎（
さ

差し
こ

込み
べん

便
き

器
し

使
よう

用の
じゅん

準
び

備をさせてもらう
こえ

声かけ） 

◎（ズボンと
した

下
ぎ

着を
お

下ろすときの
こえ

声かけ） 

◎（
さ

差し
こ

込み
べん

便
き

器を
さ

差し
こ

込むときの
こえ

声かけ） 

◎（
べん

便
き

器
し

使
よう

用の
じゅん

準
び

備をするときの
こえ

声かけ） 

◎（
はい

排
せつ

泄
ご

後に
いん

陰
ぶ

部を
ふ

拭くときの
こえ

声かけ） 

◎（ズボンと
した

下
ぎ

着を
あ

上げるときの
こえ

声かけ） 

◎（シーツやベッドを
もと

元に
もど

戻すときの
こえ

声かけ） 

◎（
あん

安
ぜん

全・
あん

安
らく

楽
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ） 
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23 
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ（
じゅん

準
び

備） 

 

き

気をつけること 

 

にゅう

入
よく

浴を
いや

嫌がる
り

利
よう

用
しゃ

者にはその
り

理
ゆう

由を
かく

確
にん

認しましょう。 

にゅう

入
よく

浴に
さそ

誘う
こえ

声かけをしましょう。 

にゅう

入
よく

浴
まえ

前に
たい

体
ちょう

調の
かく

確
にん

認をする
こえ

声かけをしましょう。 

てん

転
とう

倒に
ちゅう

注
い

意し、
い

移
どう

動・
だつ

脱
い

衣時
じ

の
あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
しゅう

羞
ち

恥
しん

心やプライバシーへの
はい

配
りょ

慮をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 

 

 



23 入浴の声かけ（準備） 
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【シャドーイング-
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

＜
にゅう

入
よく

浴に
さそ

誘う＞ 

□そろそろお
ふ

風
ろ

呂のお
じ

時
かん

間ですよ。 

□いいお
ゆ

湯が
わ

沸きましたが、お
はい

入りになりませんか。 

□お
ふ

風
ろ

呂の
じゅん

準
び

備はできていますか。 

 

＜
にゅう

入
よく

浴の
じゅん

準
び

備＞ 

□お
ふ

風
ろ

呂の
まえ

前にお
て

手
あら

洗いはいかがですか。 

□タオルと
した

下
ぎ

着と
き

着
が

替えは
も

持っていらっしゃいますか。 

□
した

下
ぎ

着と
き

着
が

替えはどれにしましょうか。 

 

＜
だつ

脱
い

衣
じょう

場＞ 

□
だつ

脱
い

衣
じょう

場は
さむ

寒くないですか。 

□お
き

着
が

替えはこちらに
お

置いていただけますか。 

□
ふく

服を
ぬ

脱いで、このかごに
い

入れていただけますか。 

□
ふく

服を
ぬ

脱ぎましょうか。お
て

手
つだ

伝いしてもよろしいですか。 

□ズボンと
くつ

靴
した

下は
い

椅
す

子に
こし

腰
か

掛けて
ぬ

脱ぎましょうか。 

 



23 入浴の声かけ（準備） 

 

111 

 

【ロールプレイング-
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

◎（お
ふ

風
ろ

呂に
さそ

誘う
こえ

声かけ） 

◎（お
ふ

風
ろ

呂に
はい

入りたがらない
り

利
よう

用
しゃ

者に
り

理
ゆう

由を
き

聞く
こえ

声かけ） 

◎（お
ふ

風
ろ

呂に
はい

入りたがらない
り

利
よう

用
しゃ

者に
にゅう

入
よく

浴をすすめる
こえ

声かけ） 

◎（
たい

体
ちょう

調
かく

確
にん

認をする
こえ

声かけ） 

◎（
にゅう

入
よく

浴
じゅん

準
び

備を
かく

確
にん

認する
こえ

声かけ） 

◎（
だつ

脱
い

衣所
じょ

での
てん

転
とう

倒を
よ

予
ぼう

防する
こえ

声かけ） 

◎（
だつ

脱
い

衣所
じょ

の
おん

温
ど

度を
かく

確
にん

認する
こえ

声かけ） 
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24 
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ（
よく

浴
しつ

室
ない

内） 

 

き

気をつけること 

 

にゅう

入
よく

浴中
ちゅう

の
たい

体
ちょう

調
へん

変
か

化に
ちゅう

注
い

意しましょう。 

てん

転
とう

倒に
ちゅう

注
い

意し、
よく

浴
しつ

室での
あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
しゅう

羞
ち

恥
しん

心やプライバシーへの
はい

配
りょ

慮をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 
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【シャドーイング-
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
よく

浴
しつ

室＞ 

□タオルを
まえ

前にお
か

掛けしますね。 

□まずシャワーの
おん

温
ど

度を
たし

確かめましょうか。
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。
あつ

熱くないですか。 

□
からだ

身体におかけしますね。 

□このタオルに
せっ

石けんをつけましょう。 

□ご
じ

自
ぶん

分で
あら

洗えるところは
あら

洗ってくださいね。 

□
あら

洗いにくいところはお
て

手
つだ

伝いしますよ。 

□
すこ

少しお
て

手
つだ

伝いをしてもよろしいですか。 

□こする
つよ

強さはこれぐらいでよろしいですか。 

□お
せ

背
なか

中を
あら

洗いましょうか。 

□
まえ

前はご
じ

自
ぶん

分で
あら

洗っていただけますか。 

□
あし

足の
ゆび

指は、ご
じ

自
ぶん

分で
あら

洗えますか。 

□
わき

脇の
した

下、
しつ

失
れい

礼しますね。 

□
あし

足の
ゆび

指、
しつ

失
れい

礼します。 
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＜
せん

洗
ぱつ

髪＞ 

□
きょう

今日は
あたま

頭は
あら

洗われますか。 

□シャンプーはなさいますか。 

□
あたま

頭も
あら

洗いませんか。 

□リンスはお
つか

使いになりますか。 

□
なが

流しますので、
あわ

泡が
め

目に
はい

入らないように、
め

目をつむっていていただけますか。 

 

＜
よく

浴
そう

槽
にゅう

入
よく

浴＞ 

□お
ふ

風
ろ

呂につかりましょう。 

□この
て

手すりを
つか

掴んで、ゆっくり
はい

入りましょう。 

□
かた

肩まで
つ

浸かりましょう。＜
しん

心
ぱい

肺
き

機
のう

能が
わる

悪い
り

利
よう

用
しゃ

者
さま

様に＞
むね

胸のあたりまでつかりましょう。 

□
ゆ

湯
か

加
げん

減はいかがですか。 

□ここが
すこ

少し
あか

赤くなっていますが、かゆいですか。 

□ここが
すこ

少し
あか

赤
むらさき

紫（あざ）になっていますが、
いた

痛いですか。 

□
からだ

身体は
あたた

温まりましたか。 

□そろそろ
あ

上がりましょうか。 

□この
て

手すりを
つか

掴んで、ゆっくり
た

立ち
あ

上がりましょう。 

□めまいや
た

立ちくらみはしませんか。 

 

＜
よく

浴
そう

槽を
で

出たあと、
だつ

脱
い

衣
じょう

場にいく
まえ

前＞ 

□
さい

最
ご

後にかけ
ゆ

湯をしますね。
おん

温
ど

度はよろしいですか。 

□バスタオルをどうぞ。ご
じ

自
ぶん

分で
ふ

拭けるところは
ふ

拭いていただけますか。
すこ

少しお
て

手
つだ

伝いしま 

すね。 

□お
つか

疲れ
さま

様でした。ご
き

気
ぶん

分は
わる

悪くないですか。 

□
きょう

今日のお
ふ

風
ろ

呂はいかがでしたか。 
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【ロールプレイング-
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

◎（シャワーの
おん

温
ど

度を
かく

確
にん

認してもらう
こえ

声かけ） 

◎（
いん

陰
ぶ

部を
あら

洗ってもらう
こえ

声かけ） 

◎（
あら

洗いにくいところを
かい

介
ご

護
しょく

職が
あら

洗うときの
こえ

声かけ） 

◎（
ひ

皮
ふ

膚の
い

異
じょう

常を
はっ

発
けん

見したときの
こえ

声かけ） 

 

◎（
あたま

頭を
あら

洗うときの
こえ

声かけ） 

 

◎（
にゅう

入
よく

浴するかどうかの
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ） 

◎（
てん

転
とう

倒を
ぼう

防
し

止する
あん

安
ぜん

全の
こえ

声かけ） 

◎（
おん

温
ど

度
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ） 

◎（
にゅう

入
よく

浴時
じ

の
かん

感
そう

想を
き

聞く
こえ

声かけ） 

◎（あがるときの
あん

安
ぜん

全の
こえ

声かけ） 

◎（
たい

体
ちょう

調
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ） 
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25 
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ（
にゅう

入
よく

浴
ご

後） 

 

き

気をつけること 

 

にゅう

入
よく

浴
ご

後の
たい

体
ちょう

調
へん

変
か

化に
ちゅう

注
い

意しましょう。 

にゅう

入
よく

浴
ご

後は
すい

水
ぶん

分をとってもらいましょう。 

てん

転
とう

倒に
ちゅう

注
い

意し、
あん

安
ぜん

全
かく

確
にん

認をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
しゅう

羞
ち

恥
しん

心やプライバシーへの
はい

配
りょ

慮をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 
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【シャドーイング-
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜
だつ

脱
い

衣
じょう

場＞ 

□
からだ

身体が
さ

冷めないうちに
ふく

服を
き

着ましょう。 

□お着
き

替
が

え（する
ふく

服）はこちらです。 

□ご
じ

自
ぶん

分で
き

着ていただけますか。 

□お
て

手
つだ

伝いしましょうか。 

□
かみ

髪を
かわ

乾かしましょうか。 

□ドライヤーをおかけしましょうか。 

□
なに

何かお
の

飲み
もの

物はいかがですか。 

□お
ふ

風
ろ

呂上
あ

がりは
の

飲み
もの

物がおいしいですよ。
なに

何がよろしいですか。 

□では、お
へ

部
や

屋に
かえ

帰りましょうか。 
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【ロールプレイング-
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ】 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をします。 

（   ）の
なか

中の
こえ

声かけをしてください。 

 

◎（
からだ

身体が
ひ

冷えないように
き

気をつける
こえ

声かけ） 

◎（ドライヤーを
し

使
よう

用するときの
こえ

声かけ） 

◎（
すい

水
ぶん

分をとってもらう
こえ

声かけ） 

◎（
たい

体
ちょう

調
かく

確
にん

認の
こえ

声かけ） 
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26 ロールプレイング
えん

演
しゅう

習① 

 

き

気をつけること 

 

り

利
よう

用
しゃ

者の
あん

安
ぜん

全を
だい

第
いち

一に
こう

行
どう

動しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
けん

健
こう

康
じょう

状
たい

態にいつも
ちゅう

注
い

意しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
てん

転
とう

倒に
じゅう

十
ぶん

分に
ちゅう

注
い

意しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
しゅう

羞
ち

恥
しん

心やプライバシーへの
はい

配
りょ

慮をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者が
なに

何をしたいのか
かんが

考えましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
のぞ

望みにどう
て

手
だす

助けができるか
かんが

考えましょう。 
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【ロールプレイング-トイレの
こえ

声かけ】 

 

（
じょう

状
きょう

況） 
あさ

朝９時
じ はん

半です。
か

買い
もの

物に
い

行くので、
た

田
なか

中さんの
きょ

居
しつ

室にお
むか

迎えに
い

行きます。 

（
り

利
よう

用
しゃ

者） 

た

田
なか

中さん（
じょ

女
せい

性）、
にん

認
ち

知
しょう

症。
くるま

車いすを
り

利
よう

用している。
まん

慢
せい

性
かん

関
せつ

節リウマチにより、
て

手すりを
つか

使って
た

立ち
あ

上がりはできるが、
あん

安
てい

定した
りつ

立位
い

を
たも

保つことは
むずか

難しい。
か

買い
もの

物に
い

行くのを
たの

楽しみにしていて、
くるま

車いすに
すわ

座って
ま

待っている。
べん

便
い

意があるので、
か

買い
もの

物に
い

行く
まえ

前にトイレに
い

行きたいと
おも

思っている。 

 

 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をしてください。 

※
じ

次ページ
い

以
こう

降ロールプレイング
れい

例をあげています。
さん

参
こう

考にしてください。 
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＜ロールプレイング
れい

例＞ 

 

◎＝
かい

介
ご

護
しょく

職○＝
り

利
よう

用
しゃ

者 

 

◎＜コンコンコン＞
しつ

失
れい

礼します。
た

田
なか

中さん、そろそろ
か

買い
もの

物に
で

出かけましょうか。 

○はい。 

◎（でかける
まえ

前にトイレをすすめる） 

○
い

行っときたい。 

◎わかりました。お
て

手
つだ

伝いさせてくださいね。＜
くるま

車いすを
お

押してトイレに
い

移
どう

動＞ 

＜トイレの
なか

中で＞ 

◎では、
と

止めます。ブレーキをかけますね。 

◎（フットサポートから
あし

足を
お

下ろしてもらう
こえ

声かけ） 

○はい。 

◎（
くるま

車いすに
あさ

浅く
こし

腰
か

掛けてもらう
こえ

声かけ） 

◎はい、ありがとうございます。では、この
て

手すりを
つか

掴んで、１，２の３でゆっくり
た

立ち
あ

上がりま 

しょう。 

○はい。 

◎１，２の３。 

○＜
た

立ち
あ

上がる＞ 

◎（
べん

便
き

器の
ほう

方に
む

向きを
か

変える
こえ

声かけ） 

○＜
む

向きを
か

変える＞ 

◎はい、ありがとうございます。そのまま
て

手すりを
も

持っていていただけますか。
わたし

私が
ささ

支えて 

いるので、
あん

安
しん

心してください。 

◎（ズボンと
した

下
ぎ

着を
お

下ろす
こえ

声かけ） 
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◎では、ゆっくり
べん

便
き

器に
こし

腰
か

掛けましょう。 

○＜
べん

便
き

器に
すわ

座る＞ 

◎
いた

痛くないですか。 

○はい。 

◎（ひざ
か

掛けをかけてトイレの外
そ と

にでる
こえ

声かけ） 

○はい。＜しばらくした後
あ と

で＞○
お

終わりました。 

◎はい。
しつ

失
れい

礼します。＜
こ

個
しつ

室に
はい

入る＞
で

出ましたか。 

○はい。 

◎（おしりの
せん

洗
じょう

浄を
て

手
つだ

伝うときの
こえ

声かけ） 

○お
ねが

願いします。
ゆび

指が
いた

痛くて
ま

曲がらない。 

◎はい、わかりました。
いた

痛いと
たい

大
へん

変ですよね。
あたた

温かいお
ゆ

湯が
で

出ますよ。 

＜お
しり

尻を
あら

洗うボタンを
お

押す＞ 

・・・
と

止まります。 

＜
と

止める＞ 

ふ

拭きますね。ちょっと
まえ

前かがみになっていただけますか。・・・はい、
お

終わりました。 

○ありがとう。 

◎では、
て

手すりを
つか

掴んで、ゆっくり
た

立ち
あ

上がりましょうか。１，２の３。 

○＜
た

立ち
あ

上がる＞ 

◎
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 

○
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫。 
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◎（そのまま
て

手すりを
も

持ってもらってズボンと
した

下
ぎ

着を
あ

上げるときの
こえ

声かけ） 

○はい。 

◎
しつ

失
れい

礼します。＜ズボンと
した

下
ぎ

着を
あ

上げる＞はい、できました。では、
くるま

車いすの
ほう

方にこのまま 

む

向きを
か

変えましょう。 

○・・・＜
む

向きを
か

変える＞ 

◎では、ゆっくり
すわ

座りましょう。 

◎（フットサポートに
あし

足をのせてもらう
こえ

声かけ）＜フットサポートを
さ

下げる＞ 

◎ひざ
か

掛けを
しつ

失
れい

礼します。では、
い

行きましょうか。ブレーキを
はず

外しますね。
くるま

車いすを
お

押します 

から、
うご

動きます。 

＜
くるま

車いすを
お

押す＞ 
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27 ロールプレイング
えん

演
しゅう

習② 

 

き

気をつけること 

 

り

利
よう

用
しゃ

者の
あん

安
ぜん

全を
だい

第
いち

一に
こう

行
どう

動しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
けん

健
こう

康
じょう

状
たい

態にいつも
ちゅう

注
い

意しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
てん

転
とう

倒に
じゅう

十
ぶん

分に
ちゅう

注
い

意しましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
しゅう

羞
ち

恥
しん

心やプライバシーへの
はい

配
りょ

慮をしましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者ができることは
り

利
よう

用
しゃ

者にしてもらいましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者が
なに

何をしたいのか
かんが

考えましょう。 

り

利
よう

用
しゃ

者の
のぞ

望みにどう
て

手
だす

助けができるか
かんが

考えましょう。 
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【ロールプレイング-
にゅう

入
よく

浴の
こえ

声かけ】 

 

（
じょう

状
きょう

況） 

やま

山
だ

田さんの
にゅう

入
よく

浴
かい

介
じょ

助をします。
だつ

脱
い

衣が
お

終わって
よく

浴
しつ

室に
はい

入り、
せん

洗
ぱつ

髪をして
からだ

身体を

あら

洗います。 

（
り

利
よう

用
しゃ

者
じょう

情
ほう

報） 

やま

山
だ

田さん（
じょ

女
せい

性）、
けい

軽
ど

度の
みぎ

右
かた

片
ま

麻
ひ

痺で、
つた

伝い
ある

歩き、または
つえ

杖
ほ

歩
こう

行している。お

ふ

風
ろ

呂は
いち

一
ぶ

部
かい

介
じょ

助が
ひつ

必
よう

要である。ちょっと
あたま

頭がかゆいので、
せん

洗
ぱつ

髪したいと
おも

思って

いる。 

 

 

あなたが
かい

介
ご

護
しょく

職、リーダーは
り

利
よう

用
しゃ

者になって、
こえ

声かけの
れん

練
しゅう

習をしてください。 

※
じ

次ページ
い

以
こう

降ロールプレイング
れい

例をあげています。
さん

参
こう

考にしてください。 
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＜ロールプレイング
れい

例＞ 

 

◎＝
かい

介
ご

護
しょく

職○＝
り

利
よう

用
しゃ

者 

 

◎では、お
ふ

風
ろ

呂に
はい

入ってさっぱりしましょう。
すべ

滑りやすいので、
わたし

私が
ささ

支えますね。
わたし

私の
て

手を
にぎ

握っ

ていただけますか。＜
あら

洗い
ば

場まで
いっ

一
しょ

緒に
ある

歩く＞では、この
て

手すりを
ひだり

左
て

手で
つか

掴んで、１，２の３

でゆっくり
すわ

座りましょう。
わたし

私が
ささ

支えますから、
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですよ。１，２の３。 

○＜
すわ

座る＞ 

◎
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 

○ええ、
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫。 

◎（シャワーの
おん

温
ど

度を
ひだり

左
あし

足で
かく

確
にん

認してもらう
こえ

声かけ）＜
じ

自
ぶん

分の
て

手で
かく

確
にん

認してから、山田
や ま だ

さん

の
ひだり

左
あし

足にシャワーをかける＞ 

○ちょうどいい。 

◎ちょうどいいですか。じゃあ、
からだ

身体にかけますね。 

◎（シャンプーをするか
かく

確
にん

認する
こえ

声かけ） 

○
かみ

髪を
あら

洗いたい。 

◎わかりました。では、シャンプーしましょう。シャワーを
あたま

頭にかけますね。 

○はい。 

◎シャンプーを山田
や ま だ

さんの
ひだり

左
て

手に
だ

出しますね。（
じ

自
ぶん

分で
あら

洗えるところは
あら

洗ってもらう
こえ

声かけ） 

○はい。 

◎
すこ

少しお
て

手
つだ

伝いしますね。（かゆいところや
あら

洗い
た

足りないところを
き

聞く
こえ

声かけ） 

○ない。 

◎（シャンプーを
あら

洗い
なが

流すので
め

目をつむってもらう
こえ

声かけ） 

○はい。 

◎
お

終わりました。ご
きょう

協
りょく

力、ありがとうございます。タオルをどうぞ。 

○ありがとう。 



27 ロールプレイング演習② 

132 

 

◎
つぎ

次は
からだ

身体ですね。タオルにボディーソープをつけたので、ご
じ

自
ぶん

分で
あら

洗っていただけますか。 

○はい。 

◎ありがとうございます。では、後
あ と

は
わたし

私がお
て

手
つだ

伝いします。（こする
ちから

力を
かく

確
にん

認する
こえ

声かけ） 

○はい。 

◎（
なが

流す
まえ

前にお
しり

尻を
あら

洗わせてもらう
こえ

声かけ） 

○ええ。 

◎では、
ひだり

左
て

手でこの
て

手すりを
も

持って、１，２の３で
た

立ち
あ

上がりましょう。
わたし

私が
みぎ

右
がわ

側を
ささ

支えますね。

ゆっくり
た

立ちましょう。１，２の３。 

○＜
た

立つ＞ 

◎
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。 

○
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫。 

◎（お
しり

尻と
ふと

太ももの
うら

裏
がわ

側を
あら

洗わせてもらう
こえ

声かけ） 

○ありがとう。 

◎いいえ。では、
なが

流します。
おん

温
ど

度、
だい

大
じょう

丈
ぶ

夫ですか。＜
あし

足にシャワーをかけて
かく

確
にん

認する＞ 

○はい。 

◎かけますね。＜
からだ

身体にシャワーをかけて、
あわ

泡を
なが

流す＞・・・はい、
お

終わりました。それでは、

ゆ

湯
ぶね

船につかりましょうか。 
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28 電話
で ん わ

応対
お う たい

の基本
き ほ ん

（電話
で ん わ

を受
う

ける） 

 

き

気をつけること 

 

職場
し ょ く ば

を代表
だいひょう

する気持
き も

ちで電話
で ん わ

にでましょう。 

職場
し ょ く ば

の電話
で ん わ

対応
たいお う

マニュアルを守
ま も

りましょう。 

わからないことは、わかる人
ひ と

にすぐにかわりましょう。 

明
あか

るくゆっくり話
はな

しましょう。 

聞
き

き取
と

れないときは、他
ほか

の人
ひ と

にかわりましょう。 

伝言
でんごん

を頼
たの

まれたときなど自信
じ し ん

がないときは他
ほか

の人
ひ と

に 

かわりましょう。 

 

※電話
で ん わ

対応
たいお う

は職場
し ょ く ば

によって違
ちが

います。職場
し ょ く ば

の電話
で ん わ

対応
たいお う

マ

ニュアルどおりに行
おこな

います。電話
で ん わ

対応
たいお う

マニュアルがある職場
し ょ く ば

は、マニュアルを使
つか

ってシャドーイングとロールプレイングをしてく

ださい。 
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【シャドーイング-電話
で ん わ

を受
う

ける】 

 リーダーが
よ

読んだあと、すぐに
つづ

続けて
よ

読みましょう。 

 

＜電
でん

話
わ

が鳴
な

ったら受
じ ゅ

話
わ

器
き

をすぐに取
と

ります＞ 

※受
じ ゅ

話
わ

器
き

は利
き

き手
て

と反
はん

対
たい

の手
て

で取
と

り、利
き

き手
て

でペンを持
も

ちメモをします。 

 

□はい。○○（施設名
し せ つ め い

など）の、△△（あなたの名前
な ま え

）です。 

□お電話
で ん わ

ありがとうございます。○○（施設名
し せ つ め い

など）です。 

□お電話
で ん わ

ありがとうございます。○○（施設名
し せ つ め い

など）の、△△（あなたの名前
な ま え

）です。 

 

＜受
じ ゅ

話
わ

器
き

がすぐに取
と

れなかったとき＞ 

□おまたせいたしました。○○（施設名
し せ つ め い

など）の、△△（あなたの名前
な ま え

）です。 

□おまたせいたしました。○○（施設名
し せ つ め い

など）です。 

 

＜相手
あ い て

が自分
じ ぶ ん

の名前
な ま え

を言
い

ったとき＞ 

※かかってきた時間
じ か ん

と、相手
あ い て

の名前
な ま え

をすぐにメモします。 

□お世話
せ わ

になっています。 

□いつも、お世話
せ わ

になっております。 

※聞
き

き取
と

れなかったとき 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。少
すこ

しお電
でん

話
わ

が遠
と お

いようでございます。もう一
いち

度
ど

お名
な

前
ま え

をお伺
うかが

い 

できますでしょうか。 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。聞
き

き逃
のが

してしまったので、もう一
いち

度
ど

教
お し

えていただけますか。 

□○○
さま

様ですね。いつもお世話
せ わ

になっております。  



28 電話対応の基本 

137 

 

＜相手
あ い て

が他
た

の職員
しょくいん

の名指
な ざ

しをしたとき＞ 

例
れい

「○○（相手
あ い て

の名前
な ま え

）と申
も う

しますが、△△（職員
しょくいん

の名前
な ま え

）さんはいらっしゃいますか？」 

 

（職員
しょくいん

が事務所
じ む し ょ

にいるとき） 

□△△（職員
し ょ くいん

の名前
な ま え

）ですね。少
しょう

々
しょう

お待
ま

ちください。 

□△△（職員
し ょ くいん

の名前
な ま え

）ですね。しばらくお待
ま

ちください。 

※職員
しょくいん

の名前
な ま え

は「さん」や「主任
し ゅ に ん

」「部長
ぶ ち ょ う

」などの役
や く

職名
しょくめい

はつけず、呼
よ

び捨
す

てにします。 

※電話機
で ん わ き

の保留
ほ り ゅ う

ボタンを押
お

して職
しょく

員
いん

を呼
よ

びます。 

 

（職員
しょくいん

が事務所
じ む し ょ

にいないとき・・外出
がいしゅつ

） 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。△△はただいま外出
がいしゅつ

しております。4時
じ

には戻
も ど

ってくる予
よ

定
てい

になって 

おりますが、いかがいたしましょうか。 

□あいにく△△は外出
がいしゅつ

しておりまして 4時
じ

には戻
も ど

ってくる予
よ

定
てい

になっております。戻
も ど

りましたら 

△△からご連
れん

絡
ら く

いたしましょうか。 

 

（職員
しょくいん

が事務所
じ む し ょ

にいないとき・・施設
し せ つ

内
ない

介護
か い ご

） 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。△△はただいま（入浴
にゅうよ く

介助中
かいじょちゅう

）です。30分
ぷん

ほどで戻
も ど

ってくる予
よ

定
てい

 

です。戻
も ど

りましたら△△からご連
れん

絡
ら く

いたしましょうか。 

 

（職員
しょくいん

が事務所
じ む し ょ

にいないとき・・来客
らいきゃ く

中
ちゅう

・会議
か い ぎ

中
ちゅう

） 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。△△はただいま席
せき

を外
はず

しております。30分
ぷん

ほどで戻
も ど

ってくる予
よ

定
てい

 

です。戻
も ど

りましたら△△からご連
れん

絡
ら く

いたしましょうか。 
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（職員
しょくいん

が事務所
じ む し ょ

にいないとき・・トイレなど） 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。△△はただいま席
せき

を外
はず

しております。すぐに戻
も ど

ってくると思
お も

います 

ので、折
お

り返
かえ

しお電
でん

話
わ

をさせていただきましょうか。 

 

（職員
しょくいん

が休
やす

んでいるとき） 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。△△は本
ほん

日
じ つ

休
やす

みをとっております。〇月〇日月曜
げつ よ う

は朝
あ さ

から 

出
で

ております。出勤
しゅっきん

しましたら△△からご連
れん

絡
ら く

いたしましょうか。 

 

（相手
あ い て

に電話
で ん わ

をすることになったとき） 

□かしこまりました。では、戻
も ど

り次
し

第
だい

ご連
れん

絡
ら く

を差
さ

し上
あ

げます。念
ねん

のためお電
でん

話
わ

番
ばん

号
ご う

をお伺
うかが

い 

してもよろしいでしょうか。 

□×××-××××-××××（電話番号
で ん わ ば ん ご う

）ですね。ありがとうございます。それでは、 

4時
じ

前後
ぜ ん ご

に電
でん

話
わ

をさせます。お問
と

い合
あ

わせありがとうございました。・・・失礼
しつれい

いたします。 

 

※相
あい

手
て

が切
き

ったのを確
た し

かめて受
じ ゅ

話
わ

器
き

を置
お

きます。 
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【シャドーイング-困
こ ま

ったとき】 

（相
あい

手
て

が早
はや

口
く ち

などで聞
き

き取
と

れないとき） 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。少
すこ

しお電
でん

話
わ

が遠
と お

いようでございます。もう一
いち

度
ど

お名
な

前
ま え

をお伺
うかが

い 

できますでしょうか。 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。聞
き

き逃
のが

してしまったので、もう一
いち

度
ど

教
お し

えていただけますか。 

 

（自分
じ ぶ ん

では答
こ た

えられない用件
よ う け ん

を受
う

けたとき） 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。私
わたくし

ではわかりかねますので、担当
た ん と う

のものとかわります。少々
しょうしょう

 

おまちください。 

 

（「○○施設
し せ つ

長
ちょう

」や「△△理事長
り じ ち ょ う

」など名前
な ま え

をつけるのではなく、「施設
し せ つ

長
ちょう

」「理事長
り じ ち ょ う

」という

役
や く

職名
しょくめい

だけで名
な

指
ざ

しする電
でん

話
わ

がかかったとき） 

※セールスの電話
で ん わ

のことが多いため、他
ほか

の職員
しょくいん

にかわってもらい、用件
よ う け ん

を聞
き

いてもらいま

す。 

□私
わたくし

は○○と申
も う

します。失
し つ

礼
れい

ですが、お名
な

前
ま え

をお伺
うかが

いできますでしょうか。・・・□□社
し ゃ

の 

△△様
さ ま

ですね。担当
た ん と う

のものとかわりますので、少々
しょうしょう

おまちください。 

 

（間
ま

違
ちが

い電
でん

話
わ

を受
う

けたとき） 

※ていねいに対
たい

応
お う

して、施
し

設
せつ

や事
じ

務
む

所
し ょ

の印
いん

象
しょう

を悪
わる

くしないように気
き

をつけます。 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。どちらにおかけでしょうか。・・・こちらは、○○（施設名
し せ つ め い

）でござい 

ます。 

□申
も う

し訳
わけ

ございません。こちらは×××-××××-××××（施設
し せ つ

の電話番号
で ん わ ば ん ご う

）となり 

ますが、おかけ間違
ま ち が

いではございませんでしょうか。 



 

 

 


